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唐
初
期
唯
識
思
想
に
お
け
る
〈
大
乗
〉
の
把
捉
i
種
性
説
と
の
関
わ
り
か
ら
ー
一
　
は
じ
め
に
　
す
で
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
相
唯
識
の
教
学
は
、
仏
教
上
の
先
天
的
固
定
的
な
衆
生
機
根
論
、
す
な
わ
ち
定
性
声
聞
・
定
性
縁
覚
・
定
性
菩
薩
・
不
定
種
性
・
無
性
有
情
と
い
っ
た
所
謂
五
性
各
別
に
立
脚
し
、
天
台
・
華
厳
な
ど
一
切
皆
成
仏
を
主
張
す
る
教
学
か
ら
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
論
争
が
行
わ
れ
た
。
一
般
に
そ
う
い
う
法
相
宗
の
思
想
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
を
代
表
さ
せ
て
三
乗
思
想
と
よ
ば
れ
、
一
切
皆
成
仏
の
思
想
は
一
乗
思
想
と
称
さ
れ
る
。
た
だ
諸
経
論
に
お
い
て
は
三
乗
を
説
く
教
え
も
あ
り
、
一
乗
を
唱
導
す
る
教
説
も
存
し
、
そ
れ
ら
に
対
し
、
法
相
宗
は
三
乗
真
実
一
乗
方
便
の
立
場
、
天
台
・
華
厳
等
は
一
乗
真
実
三
乗
方
便
の
立
場
と
し
て
定
型
的
に
整
理
さ
れ
る
。
一
乗
に
対
す
る
法
相
側
の
理
解
方
法
に
つ
い
て
い
う
と
、
そ
れ
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
っ
た
複
数
の
本
有
種
子
（
阿
頼
耶
識
の
中
に
伏
在
す
る
先
天
的
功
能
）
を
具
有
す
る
不
定
種
性
の
人
だ
け
を
橘
　
川
　
智
　
昭
励
ま
し
、
大
乗
に
誘
引
し
よ
う
と
し
て
説
か
れ
た
少
分
一
切
の
教
え
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
一
乗
は
方
便
で
あ
り
、
五
性
各
別
・
三
乗
説
こ
そ
真
実
で
あ
る
と
理
解
し
た
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
の
代
表
と
し
て
、
『
法
華
経
」
（
方
便
品
）
の
「
十
方
仏
土
中
、
唯
有
一
乗
法
、
　
　
　
　
　
　
　
無
二
亦
無
三
」
に
対
し
、
「
依
梵
本
説
経
頗
応
言
無
第
二
第
三
。
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
三
乗
中
独
覚
為
第
二
、
声
聞
為
第
三
。
為
引
不
定
任
持
所
余
故
方
便
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
無
第
二
第
三
。
非
真
破
也
」
と
述
べ
る
慈
恩
基
（
六
三
二
ー
六
八
二
）
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
（
以
下
『
義
林
章
』
）
の
か
の
一
節
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
　
一
切
衆
生
が
対
象
と
な
る
一
乗
教
説
と
い
う
も
の
を
基
が
否
定
的
に
う
け
と
め
、
そ
れ
を
回
避
し
た
い
意
図
の
下
に
方
便
と
述
べ
た
の
か
と
い
え
ば
、
実
は
そ
う
と
も
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
　
基
の
一
乗
観
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
経
』
解
釈
を
柱
に
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
が
、
基
に
お
い
て
も
、
五
性
各
別
と
い
う
基
本
主
張
が
生
か
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
全
種
性
（
一
切
衆
生
）
が
一
乗
教
説
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
意
義
に
浴
す
る
も
の
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
い
る
。
趣
寂
（
定
性
）
の
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声
聞
に
し
て
も
、
「
汝
等
当
に
作
仏
す
べ
し
」
と
授
記
の
機
縁
を
得
た
な
ら
ば
（
常
不
軽
菩
薩
の
礼
拝
行
）
、
そ
の
理
仏
性
の
存
在
が
根
拠
と
な
り
、
少
し
ず
つ
で
も
声
聞
の
身
に
お
い
て
、
大
乗
を
信
じ
不
愚
法
に
転
ず
る
と
い
う
基
の
解
釈
を
筆
者
は
と
り
あ
げ
た
。
皆
成
思
想
側
の
一
乗
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
が
定
性
声
聞
と
し
て
規
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
不
愚
法
に
転
ず
る
な
ど
あ
り
え
な
い
と
評
さ
れ
よ
う
し
、
あ
る
い
は
不
愚
法
と
な
る
に
過
ぎ
ず
と
し
て
一
乗
の
除
外
規
定
を
提
出
し
た
も
の
と
い
う
と
ら
え
方
も
予
想
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
基
の
こ
の
見
解
は
、
従
来
の
五
性
各
別
観
か
ら
す
る
と
大
き
な
見
直
し
を
要
す
る
も
の
と
い
え
る
。
一
乗
教
説
と
い
う
機
縁
を
得
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
定
性
声
聞
は
、
自
身
を
大
乗
的
存
在
と
自
覚
し
自
ら
の
身
の
ま
ま
に
大
乗
を
信
解
し
て
い
く
。
基
本
的
に
五
性
各
別
を
踏
み
外
さ
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
、
定
性
声
聞
な
ら
ば
小
乗
の
浬
葉
に
入
れ
ば
そ
れ
で
良
し
、
と
い
っ
た
よ
う
な
単
な
る
大
乗
小
乗
併
存
的
な
説
明
で
は
片
づ
か
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
唯
識
教
学
か
ら
の
眼
目
が
不
定
種
性
と
い
う
漸
悟
者
に
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
み
て
と
れ
る
に
し
て
も
、
定
性
声
聞
を
は
じ
め
理
論
上
否
定
で
き
な
い
種
性
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
、
現
実
の
機
根
差
別
の
絶
対
性
と
実
際
に
説
か
れ
て
い
る
一
乗
教
説
と
の
両
者
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
問
い
直
す
態
度
を
も
っ
て
い
た
。
廻
心
向
大
し
う
る
機
根
の
み
な
ら
ず
、
終
極
の
仏
果
に
至
り
え
な
い
衆
生
を
も
い
か
に
大
乗
的
存
在
と
し
て
引
き
上
げ
る
か
と
い
う
そ
の
全
種
性
的
な
課
題
は
、
本
質
の
部
分
を
考
え
れ
ば
、
単
に
一
乗
か
三
乗
か
と
い
っ
た
択
一
的
な
関
心
よ
り
、
む
し
ろ
三
乗
説
ー
1
五
性
各
別
説
と
表
裏
一
体
の
一
乗
大
乗
義
と
し
て
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
は
そ
う
い
う
一
乗
大
乗
義
に
対
し
、
そ
れ
で
は
一
乗
大
乗
に
値
し
な
い
と
評
す
る
大
方
の
立
場
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
不
定
種
性
限
定
の
一
乗
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
本
稿
で
は
唐
初
期
の
唯
識
教
学
か
ら
、
基
と
円
測
（
六
一
三
ー
六
九
六
）
の
“
一
乗
真
実
”
説
を
ま
ず
と
り
あ
げ
、
特
に
基
の
検
討
が
殆
ど
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
乗
概
念
の
把
捉
態
度
と
い
う
観
点
を
中
心
に
論
じ
て
み
た
い
。
二
　
唯
識
教
学
に
み
る
一
乗
真
実
説
　
ω
　
基
の
一
乗
真
実
説
　
は
じ
め
に
基
の
『
義
林
章
』
巻
一
、
諸
乗
義
林
、
第
四
彰
廃
立
門
の
中
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
又
法
花
一
乗
唯
依
摂
入
体
用
狭
故
為
方
便
説
。
勝
婁
一
乗
出
生
・
摂
入
二
皆
周
備
故
是
真
実
。
又
法
花
一
乗
唯
談
有
性
為
依
故
是
方
便
。
勝
婁
一
乗
亦
談
無
姓
為
依
故
是
真
実
。
又
法
花
唯
談
不
定
性
故
是
方
便
。
勝
婁
亦
談
決
定
種
姓
故
是
真
実
。
一
会
之
中
可
宜
聞
故
。
法
花
分
明
以
智
慧
為
一
乗
隠
説
真
如
。
錐
説
化
城
亦
非
真
滅
説
大
浬
葉
倶
為
宝
所
而
未
分
明
説
真
浬
葉
。
由
二
乗
者
所
得
浬
葉
倶
名
為
化
菩
提
全
不
得
故
。
顕
以
智
慧
為
一
乗
令
彼
欣
求
。
勝
婁
乃
以
真
理
為
一
乗
不
説
智
慧
故
、
摂
入
・
出
生
二
種
倶
尽
。
錐
仏
果
浬
葉
菩
提
倶
是
一
乗
、
勝
婁
了
義
師
子
吼
説
、
法
花
隠
密
説
於
一
乗
。
（
大
正
蔵
四
五
、
二
六
六
中
）
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同
じ
く
基
の
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
（
以
下
『
玄
賛
」
）
に
も
同
様
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
説
が
み
い
だ
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
a
　
『
法
華
』
は
唯
だ
摂
入
に
依
る
の
み
、
『
勝
墜
』
は
出
生
と
摂
入
　
と
を
周
備
す
る
、
b
　
『
法
華
』
は
唯
だ
有
性
の
み
を
依
と
為
し
、
『
勝
婁
』
は
無
性
を
　
も
依
と
為
す
、
c
　
『
法
華
』
は
唯
だ
不
定
種
性
の
み
を
談
じ
、
『
勝
婁
』
は
決
定
種
　
性
を
も
談
ず
、
d
　
『
法
華
』
は
分
明
に
は
智
慧
を
以
て
一
乗
と
為
し
隠
に
は
真
如
　
を
説
く
、
『
勝
墜
』
は
真
理
を
以
て
一
乗
と
為
し
智
慧
を
説
か
ず
　
摂
入
・
出
生
倶
に
尽
く
、
と
い
っ
た
対
比
論
を
提
起
し
て
、
『
法
華
経
』
の
一
乗
を
方
便
、
『
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
蔓
経
』
の
一
乗
を
真
実
と
述
べ
る
。
『
法
華
経
』
上
の
説
相
で
は
一
乗
真
実
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
説
は
一
貫
し
て
基
が
自
分
の
意
見
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
　
b
・
c
な
ど
は
、
『
勝
婁
経
』
に
お
い
て
五
性
各
別
の
全
類
型
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
解
す
れ
ば
幾
分
か
は
納
得
で
き
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
な
ぜ
そ
こ
か
ら
あ
え
て
一
乗
真
実
な
ど
と
も
っ
て
い
く
必
然
性
が
あ
る
の
か
、
よ
く
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
先
を
急
ぐ
格
好
に
な
る
が
、
a
の
出
生
・
摂
入
は
、
基
に
お
い
て
は
各
々
、
出
生
大
乗
・
摂
入
大
乗
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
形
式
的
に
は
お
そ
ら
く
吉
蔵
（
五
四
九
－
六
二
三
）
の
『
勝
髪
経
』
解
釈
（
出
　
　
　
　
　
　
　
生
・
収
入
説
）
あ
た
り
か
ら
の
流
れ
を
う
け
て
導
入
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
乗
か
ら
の
出
生
、
大
乗
へ
の
摂
入
と
い
う
よ
り
t
無
論
そ
う
し
た
義
も
含
意
さ
れ
て
は
い
る
が
ー
む
し
ろ
、
“
出
生
と
い
う
大
乗
門
”
、
“
摂
入
と
い
う
大
乗
門
”
と
い
っ
た
二
種
の
大
乗
門
と
と
る
と
こ
ろ
に
比
重
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
基
の
『
勝
髪
経
述
記
』
（
基
説
・
門
人
義
礼
記
）
の
科
段
わ
け
に
、
「
明
出
生
名
日
大
乗
」
、
「
摂
入
故
名
日
大
乗
門
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
く
わ
し
く
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
は
ま
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
出
生
大
乗
と
摂
入
大
乗
と
の
二
種
の
大
乗
義
を
周
備
す
る
と
解
さ
れ
る
は
じ
め
の
部
分
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
　
伽
　
円
測
の
一
乗
最
了
義
　
つ
ぎ
は
円
測
の
『
解
深
密
経
疏
』
に
み
え
る
一
乗
最
了
義
と
い
う
見
解
の
箇
所
で
あ
る
。
場
所
は
『
解
深
密
経
」
の
無
自
性
相
品
の
科
段
解
釈
に
お
け
る
も
の
で
、
以
下
経
文
と
対
比
し
て
示
し
て
み
よ
う
。
『
解
深
密
経
』
無
自
性
相
品
円
測
『
解
深
密
経
疏
』
巻
四
釈
日
、
此
下
第
四
約
三
無
性
弁
一
乗
義
。
於
中
有
三
。
初
①
復
次
勝
義
生
、
諸
声
聞
乗
種
性
有
情
亦
由
此
道
此
行
　
故
証
得
無
上
安
隠
浬
桑
、
諸
独
覚
乗
種
性
有
情
諸
如
来
乗
種
性
有
情
亦
由
此
道
此
行
　
故
証
得
無
上
安
隠
浬
繋
。
一
切
声
聞
独
覚
菩
薩
皆
共
此
一
妙
清
浄
道
、
皆
同
此
一
究
血
見
約
聖
道
弁
一
乗
義
。
…
…
第
一
段
中
約
三
種
姓
如
来
方
便
説
為
一
乗
、
就
実
正
理
具
有
三
乗
。
各
証
無
余
究
寛
浬
藥
。
勝
婁
経
意
亦
同
此
説
。
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清
浄
、
更
無
第
二
。
我
依
此
故
密
意
説
言
唯
有
一
乗
。
非
於
一
切
有
情
界
中
無
有
種
種
有
情
種
性
。
或
鈍
根
性
、
或
中
根
性
、
或
利
根
性
有
情
差
別
。②
（
趣
寂
声
聞
不
成
仏
の
経
文
。
省
略
）
③
若
廻
向
菩
提
声
聞
種
性
補
特
伽
羅
、
我
亦
異
門
説
為
菩
薩
。
何
以
故
。
彼
既
解
脱
煩
悩
障
已
、
若
蒙
諸
仏
等
覚
悟
時
、
於
所
知
障
其
心
亦
可
当
得
解
脱
。
由
彼
最
初
為
自
利
益
修
行
加
行
脱
煩
悩
障
、
是
故
如
来
施
設
彼
為
声
聞
種
性
。
（
大
正
蔵
一
六
、
　
　
　
六
九
五
上
ー
中
）
後
若
廻
向
下
明
廻
向
声
聞
定
得
成
仏
。
…
…
第
三
段
意
不
定
種
姓
廻
向
声
聞
必
当
成
仏
。
是
故
法
華
方
便
品
説
為
二
乗
種
姓
理
実
決
定
得
成
仏
果
。
若
依
此
説
方
便
説
三
就
実
為
」
－
。
故
法
華
云
、
「
十
方
仏
土
中
唯
有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
除
仏
方
便
説
」
。
法
華
・
勝
璽
各
拠
一
義
。
今
此
一
部
義
倶
有
故
解
深
密
是
最
了
義
。
　
（
続
蔵
一
－
三
四
ー
四
、
　
　
　
　
　
三
八
八
右
下
）
　
①
は
『
解
深
密
経
』
が
一
乗
方
便
を
説
く
経
と
い
わ
れ
て
き
た
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
証
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
声
聞
種
性
・
独
覚
種
性
・
如
来
種
性
が
「
此
道
」
「
此
行
　
」
な
る
い
わ
ば
共
通
の
三
無
性
道
に
よ
っ
て
無
上
安
隠
浬
葉
を
証
得
す
る
と
さ
れ
、
し
か
し
な
が
ら
鈍
根
性
・
中
根
性
・
利
根
性
と
い
っ
た
有
情
差
別
の
存
す
る
こ
と
が
説
か
れ
（一
謨
荿
ﾖ
）
、
つ
ぎ
に
②
で
一
向
趣
寂
の
声
聞
は
終
極
の
阿
褥
菩
提
に
至
り
え
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
③
は
廻
向
菩
提
声
聞
の
成
仏
説
で
あ
る
。
廻
向
菩
提
の
声
聞
で
あ
れ
ば
異
門
に
菩
薩
で
あ
る
と
も
説
示
さ
れ
る
と
し
、
そ
れ
は
煩
悩
障
よ
り
解
脱
し
た
後
諸
仏
等
の
覚
悟
を
蒙
る
時
に
所
知
障
よ
り
心
を
解
脱
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
円
測
は
こ
の
①
～
③
の
全
体
を
総
括
し
て
「
約
三
無
性
弁
一
乗
義
」
と
科
を
立
て
、
①
の
部
分
を
一
乗
方
便
三
乗
真
実
が
説
か
れ
る
経
文
と
し
て
『
勝
鍵
経
』
の
一
乗
説
と
等
し
い
と
し
（
引
文
な
し
）
、
　
一
方
③
で
は
、
一
乗
真
実
三
乗
方
便
を
説
い
た
も
の
と
み
て
廻
心
向
大
す
る
不
定
種
性
声
聞
が
必
ず
成
仏
す
る
意
に
解
し
、
今
度
は
『
法
華
経
」
の
一
乗
説
（
十
方
仏
土
中
、
唯
有
一
乗
法
、
無
二
亦
無
三
、
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
仏
方
便
説
）
を
引
い
て
同
義
と
述
べ
る
。
そ
う
し
て
①
と
③
の
両
者
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
の
一
乗
義
を
倶
有
す
る
意
に
お
い
て
、
『
解
深
密
経
』
の
一
乗
こ
そ
最
了
義
で
あ
る
と
述
べ
て
い
く
。
　
①
と
③
に
お
け
る
一
乗
方
便
・
一
乗
真
実
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
は
、
釈
文
の
形
式
と
し
て
み
る
と
、
『
勝
婁
経
』
や
『
法
華
経
』
な
ど
の
説
相
に
従
い
な
が
ら
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
そ
の
倶
有
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
ち
こ
ま
れ
た
一
乗
最
了
義
と
い
う
考
え
方
は
、
円
測
自
身
の
意
見
と
認
め
ら
れ
る
（
こ
れ
は
五
性
各
別
と
一
性
皆
成
と
の
融
和
態
度
を
円
測
が
と
っ
た
も
の
と
し
て
従
来
紹
介
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
五
性
各
別
に
違
背
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し
な
い
説
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
）
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
基
と
円
測
で
は
、
『
勝
婁
経
』
や
『
法
華
経
』
の
扱
い
な
ど
仔
細
に
は
比
較
し
づ
ら
い
資
料
的
な
限
界
も
あ
る
が
、
た
だ
、
あ
る
二
種
の
義
を
周
備
・
倶
有
す
る
と
こ
ろ
に
一
乗
真
実
（
最
了
義
）
と
い
う
意
見
を
表
明
し
た
点
は
、
ま
ず
形
式
的
に
は
土
ハ
通
の
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
三
　
三
乗
説
と
一
乗
大
乗
の
関
係
構
造
と
問
題
点
　
ω
　
一
乗
の
体
性
　
た
だ
ち
に
上
述
の
内
容
検
討
に
入
る
前
に
、
三
乗
と
一
乗
と
の
関
係
構
造
に
つ
い
て
唯
識
教
学
で
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
、
比
較
的
知
ら
れ
る
教
理
項
目
か
ら
確
認
し
、
問
題
点
を
考
え
て
み
る
。
　
は
じ
あ
に
『
義
林
章
」
諸
乗
義
林
の
第
二
弁
体
性
門
か
ら
諸
乗
の
出
体
論
を
と
り
あ
げ
る
。
長
文
で
あ
る
が
、
そ
の
一
乗
に
関
す
る
部
分
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
　
　
弁
体
性
者
、
総
而
言
之
教
・
理
・
行
・
果
総
名
為
乗
。
①
空
　
　
乗
の
体
性
》
教
一
乗
者
、
謂
詮
順
大
乗
三
蔵
教
法
。
故
摂
論
言
　
　
「
阿
毘
達
磨
大
乗
経
等
此
正
本
教
大
乗
」
。
又
法
花
云
、
「
我
此
　
　
九
部
法
入
大
乗
為
本
」
。
又
勝
婁
経
言
、
「
正
法
住
・
正
法
滅
・
　
　
波
羅
提
木
叉
・
毘
尼
・
出
家
・
受
具
足
為
大
乗
故
説
此
六
処
」
。
　
　
此
方
便
教
大
乗
。
故
知
、
詮
順
大
乗
所
有
言
教
、
若
方
便
・
若
　
　
根
本
皆
教
大
乗
。
理
大
乗
者
、
謂
真
如
理
。
六
度
等
行
乗
此
真
　
　
如
理
能
有
所
住
名
為
大
乗
。
故
無
性
言
、
「
或
乗
大
性
故
名
大
　
　
乗
」
。
此
唯
挙
根
本
。
勝
髪
経
言
、
「
聖
諦
者
非
声
聞
独
覚
諦
、
　
　
亦
非
声
聞
独
覚
功
徳
」
。
法
花
論
云
、
「
念
観
者
、
声
聞
観
人
無
　
　
我
、
菩
薩
観
真
如
二
無
我
」
等
。
浬
葉
亦
言
、
「
声
聞
有
苦
有
　
　
諦
而
無
有
実
、
菩
薩
具
有
」
。
故
大
乗
方
便
四
諦
理
等
皆
理
大
　
　
乗
。
行
大
乗
者
、
謂
六
度
等
。
故
無
性
云
、
「
亦
乗
亦
大
故
名
　
　
大
乗
」
。
又
勝
婁
云
、
「
正
法
住
」
等
。
既
是
行
法
名
日
大
乗
。
　
　
法
華
論
言
、
「
方
便
者
声
聞
観
薙
・
界
・
処
厭
苦
離
苦
。
菩
薩
　
　
修
六
度
・
四
摂
二
利
即
順
大
乗
」
。
若
根
本
行
・
若
方
便
行
皆
　
　
名
行
大
乗
。
果
大
乗
者
、
謂
仏
菩
提
・
浬
葉
果
法
。
法
花
経
言
、
　
　
「
説
仏
智
慧
故
諸
仏
出
於
世
。
唯
此
一
事
実
余
二
則
非
真
」
。
又
　
　
云
、
「
是
法
住
・
法
位
世
間
相
常
住
於
道
場
知
已
導
師
方
便
説
」
。
　
　
又
勝
婁
云
、
「
二
乗
者
即
是
一
乗
」
。
法
花
又
言
、
「
息
処
故
説
　
　
二
」
。
又
寿
量
品
説
「
成
道
已
久
」
、
報
仏
也
。
安
楽
行
品
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
、
是
法
身
。
即
菩
提
・
浬
葉
皆
是
果
大
　
　
乗
。
勝
婁
又
云
、
「
二
乗
浬
繋
名
向
浬
葉
界
。
四
智
究
童
得
蘇
　
　
息
処
。
是
仏
有
余
不
了
義
説
」
。
故
根
本
果
・
若
随
順
果
皆
名
　
　
大
乗
。
有
為
法
中
通
現
及
種
井
諸
随
順
有
漏
善
法
。
即
善
法
欲
　
　
已
去
聞
・
思
等
行
井
無
為
法
皆
為
乗
体
。
②
《
二
乗
の
体
性
》
　
　
（
以
下
省
略
）
、
（
大
正
蔵
四
五
、
二
六
四
下
－
二
六
五
上
）
　
最
初
に
乗
の
体
性
に
つ
い
て
総
じ
て
教
・
理
・
行
・
果
で
あ
る
と
述
べ
、
つ
づ
い
て
一
乗
～
五
乗
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
る
。
そ
の
一
乗
の
体
性
で
は
教
一
乗
・
理
大
乗
・
行
大
乗
・
果
大
乗
と
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
一
乗
の
こ
と
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
根
本
教
・
方
便
教
・
根
本
理
・
方
便
理
・
根
本
行
・
方
便
行
・
橘川唐初期唯識思想における〈大乗〉の把捉257
根
本
果
・
方
便
果
の
い
ず
れ
も
が
、
一
乗
ー
1
大
乗
の
体
性
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
文
で
は
根
本
と
方
便
の
区
分
け
は
か
な
ら
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、
大
乗
的
な
も
の
と
小
乗
的
な
も
の
を
総
合
的
に
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
一
乗
の
体
と
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
。　
と
こ
ろ
で
『
玄
賛
』
巻
四
本
に
お
け
る
体
性
論
で
は
、
a
総
含
体
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
b
随
勝
体
・
c
真
実
体
と
い
う
三
門
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
本
来
そ
れ
ら
三
門
は
一
緒
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
こ
の
『
義
林
章
』
の
体
性
論
は
そ
の
c
真
実
体
に
相
当
し
て
い
る
た
め
に
、
『
玄
賛
』
で
い
う
真
実
体
こ
そ
基
の
体
性
論
の
柱
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
基
が
意
図
し
て
い
る
、
そ
の
真
実
体
の
真
実
と
は
い
か
な
る
意
味
か
考
え
て
み
る
と
、
『
玄
賛
』
で
は
こ
の
真
実
体
に
つ
い
て
、
　
　
根
本
大
乗
教
理
行
果
及
能
入
大
乗
方
便
四
法
皆
名
一
乗
。
威
有
　
　
運
載
之
功
能
故
。
（
大
正
蔵
三
四
、
七
＝
二
下
）
と
あ
り
、
ま
た
、
　
　
其
漸
悟
者
初
学
方
便
、
後
廻
心
已
方
学
根
本
。
（
大
正
蔵
三
四
、
　
　
七
一
四
上
）
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
根
本
大
乗
の
教
理
行
果
と
大
乗
に
入
る
た
め
の
方
便
の
教
理
行
果
と
の
両
者
を
も
っ
て
、
そ
こ
に
真
実
体
と
し
て
大
乗
H
一
乗
の
名
が
与
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。
漸
悟
者
が
最
初
に
方
便
大
乗
を
学
び
、
廻
心
向
大
し
た
の
ち
に
根
本
大
乗
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
の
は
、
五
性
各
別
に
照
ら
せ
ば
、
不
定
種
性
の
声
聞
が
は
じ
め
に
小
乗
を
学
び
、
廻
心
し
た
の
ち
に
大
乗
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
塘
、
基
本
的
に
は
方
便
大
乗
1
1
三
乗
中
の
二
乗
、
根
本
大
乗
1
1
三
乗
中
の
菩
薩
乗
と
と
ら
え
て
み
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
あ
た
り
が
基
の
『
法
華
－
経
』
理
解
の
柱
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
場
合
の
方
便
と
い
う
の
は
、
真
実
に
対
置
さ
れ
た
概
念
と
み
る
と
大
き
な
ず
れ
が
生
じ
る
も
の
で
、
む
し
ろ
真
実
（
真
実
体
）
の
一
角
を
し
め
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
教
に
関
す
る
箇
所
を
み
る
と
、
方
便
教
の
と
こ
ろ
で
九
分
教
（
契
経
・
伽
陀
・
本
事
・
本
生
・
未
曾
有
法
・
因
縁
・
讐
喩
・
祇
夜
・
論
議
）
と
六
処
説
（
正
法
住
・
正
法
滅
・
波
羅
提
木
叉
・
毘
尼
・
出
家
・
受
具
足
）
を
引
用
し
て
い
る
が
、
『
法
華
経
』
や
『
勝
婁
経
』
の
文
章
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
昔
日
に
説
か
れ
学
ば
れ
て
き
た
　
　
　
　
　
　
ほ
　
事
柄
で
あ
っ
て
、
今
時
に
一
乗
の
教
え
が
説
か
れ
る
に
至
り
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
全
て
は
大
乗
の
為
だ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
故
小
乗
の
も
の
と
思
っ
て
学
ば
れ
て
き
た
事
柄
が
小
乗
的
な
意
義
目
標
に
落
着
せ
ず
、
一
乗
教
説
の
説
示
が
契
機
と
な
っ
て
、
大
乗
（
根
本
）
に
入
る
た
め
の
方
便
と
い
う
、
い
わ
ば
大
乗
的
な
意
義
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
（
仏
の
真
意
）
に
格
上
げ
さ
れ
る
意
に
お
い
て
、
基
は
真
実
体
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
時
に
説
か
れ
る
一
乗
真
実
に
、
方
便
大
乗
と
し
て
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
以
上
、
そ
う
し
た
意
味
に
と
ら
な
け
れ
ば
つ
じ
つ
ま
が
合
い
に
く
い
だ
ろ
う
。
　
皆
成
仏
の
教
学
で
あ
れ
ば
、
方
便
と
い
う
の
は
三
乗
差
別
と
い
う
全
体
的
な
あ
り
方
で
、
そ
こ
で
は
三
乗
差
別
（
三
乗
方
便
）
と
三
乗
差
別
の
否
定
（
一
乗
真
実
）
と
の
対
置
で
あ
る
。
方
便
は
昔
日
の
三
乗
差
別
を
便
法
と
し
て
規
定
す
る
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
三
乗
258東洋文化研究7号
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
各
別
の
あ
り
方
は
方
便
1
1
便
法
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
知
り
、
そ
の
各
別
の
自
覚
を
転
じ
て
一
乗
真
実
に
目
覚
め
て
い
く
。
方
便
を
知
る
と
こ
ろ
に
真
実
義
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
方
便
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
の
棄
捨
が
大
き
な
前
提
と
い
え
る
。
　
一
乗
解
釈
の
相
違
問
題
と
し
て
、
方
便
品
の
「
無
二
亦
無
三
」
の
解
釈
の
違
い
（
二
乗
三
乗
無
し
と
す
る
解
釈
／
第
二
独
覚
乗
第
三
声
聞
乗
無
し
）
と
か
、
讐
喩
品
の
大
白
牛
車
の
解
釈
方
法
の
違
い
（
四
車
的
解
釈
／
三
車
的
解
釈
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
右
の
よ
う
な
相
違
と
軌
を
一
に
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
　
方
便
の
概
念
に
つ
い
て
筆
者
は
あ
ま
り
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
方
便
（
ξ
身
口
）
は
、
原
意
と
し
て
み
る
と
、
あ
る
目
的
に
向
か
っ
て
「
近
づ
く
」
（
動
詞
ξ
甲
㍉
）
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
本
来
の
形
で
は
、
凡
夫
衆
生
が
さ
と
り
や
解
脱
に
向
か
っ
て
近
づ
く
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
が
大
乗
経
典
に
至
っ
て
、
仏
が
凡
夫
衆
生
を
仏
の
境
地
に
近
づ
か
し
め
る
と
い
う
救
済
的
な
意
味
に
転
じ
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
は
、
先
学
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仏
の
智
慧
の
内
容
と
し
て
問
わ
れ
、
大
悲
・
救
済
へ
の
展
開
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
方
便
で
あ
る
。
『
法
華
経
』
に
お
け
る
方
便
・
真
実
は
、
法
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ね
品
の
「
此
経
開
方
便
門
、
示
真
実
相
」
と
い
う
一
文
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
。
昔
は
三
乗
に
つ
い
て
方
便
の
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
の
で
門
が
閉
じ
て
い
た
が
、
今
方
便
を
説
く
の
で
門
が
開
か
れ
、
一
乗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
の
真
実
が
示
さ
れ
る
と
い
う
。
方
便
と
真
実
の
間
に
隔
た
り
は
な
く
一
体
の
開
・
示
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
方
便
を
超
え
て
真
実
に
入
っ
て
い
く
と
う
け
と
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
一
方
、
方
便
を
つ
き
つ
め
て
い
く
と
こ
ろ
に
真
実
が
顕
現
す
る
と
い
っ
た
見
方
も
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
今
一
度
考
え
て
も
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
問
題
を
こ
の
一
文
は
有
し
て
い
よ
う
。
そ
う
し
た
微
妙
な
概
念
の
ど
の
あ
た
り
に
比
重
を
お
く
か
と
い
う
、
そ
の
解
し
方
次
第
で
、
真
実
に
対
置
さ
れ
る
方
便
と
か
、
真
実
に
包
摂
さ
れ
る
方
便
と
い
っ
た
相
違
も
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
も
う
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
点
に
、
方
便
品
の
「
無
二
亦
無
三
」
に
対
し
て
提
出
さ
れ
る
「
為
引
不
定
任
持
所
余
故
方
便
言
無
第
二
第
三
。
非
真
破
也
」
（
前
出
）
と
い
う
説
と
の
整
合
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
、
小
乗
（
二
乗
）
を
否
定
す
る
教
え
に
つ
い
て
「
方
便
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
非
真
破
也
」
と
あ
る
た
め
に
、
定
性
二
乗
と
い
う
種
性
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
ご
と
く
と
ら
れ
や
す
い
点
に
補
足
し
た
言
葉
で
あ
る
の
は
疑
い
な
い
が
、
た
だ
従
来
の
理
解
の
よ
う
に
、
仮
り
・
偽
り
の
教
説
と
い
っ
た
一
乗
回
避
論
で
済
ま
そ
う
と
す
る
と
、
右
の
体
性
論
で
提
出
さ
れ
た
方
便
概
念
と
翻
館
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
方
便
の
用
法
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
ひ
と
つ
に
は
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
基
の
意
識
の
中
で
、
不
定
種
性
に
と
っ
て
は
二
乗
の
事
柄
も
二
乗
の
否
定
も
と
も
に
同
一
の
方
便
義
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
し
に
く
く
、
む
し
ろ
常
識
的
に
は
そ
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
矛
盾
す
る
両
義
の
最
大
公
約
数
的
な
方
便
義
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
だ
断
定
で
き
ず
ひ
と
つ
の
予
想
で
は
あ
る
が
、
仏
の
救
済
に
与
る
こ
と
、
仏
の
境
地
に
近
づ
か
し
め
る
と
い
っ
た
、
方
便
と
い
う
言
葉
の
本
来
的
な
語
義
に
か
な
り
絞
っ
て
み
る
と
整
合
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の
道
筋
が
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
基
の
用
い
る
「
方
便
」
の
語
は
、
単
な
る
一
乗
の
回
避
・
会
通
論
で
は
な
い
可
能
性
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
一
乗
の
体
性
論
と
し
て
総
含
体
・
随
勝
体
の
内
容
も
よ
く
検
討
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
以
上
の
問
題
を
提
起
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
　
②
　
理
行
二
仏
性
説
　
つ
ぎ
に
『
義
林
章
』
か
ら
で
は
な
い
が
、
唯
識
教
学
の
理
行
二
仏
　
　
　
　
　
に
　
性
説
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
三
一
論
争
の
説
明
な
ど
に
お
い
て
、
悉
有
仏
性
等
の
教
説
に
対
し
唯
識
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
会
通
材
料
と
し
て
、
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
『
玄
賛
』
巻
一
本
の
、
　
　
後
顕
機
者
、
依
浬
繋
経
唯
有
一
機
。
故
彼
経
云
、
「
師
子
吼
者
　
　
是
決
定
説
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
。
又
云
、
「
衆
生
亦
爾
。
悉
　
　
皆
有
心
。
凡
有
心
者
悉
皆
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
」
。
此
　
　
経
亦
云
、
「
十
方
仏
土
中
唯
有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
除
仏
方
　
　
便
説
」
、
「
但
教
化
菩
薩
無
声
聞
弟
子
」
、
乃
至
広
説
。
「
若
声
　
　
聞
若
菩
薩
聞
我
説
法
皆
成
於
仏
」
。
依
此
唯
有
一
大
乗
性
。
此
　
　
経
（
法
華
経
）
既
説
一
乗
被
彼
大
乗
根
性
。
然
性
有
二
。
一
理
性
、
勝
婁
所
説
如
来
蔵
是
。
二
行
性
、
榜
伽
所
説
如
来
蔵
是
。
　
　
前
皆
有
之
、
後
性
或
無
。
談
有
蔵
無
説
皆
作
仏
。
（
大
正
蔵
三
　
　
四
、
六
五
六
上
）
と
い
う
説
が
あ
げ
ら
れ
る
。
理
仏
性
（
理
性
如
来
蔵
）
は
『
勝
墜
経
」
所
説
の
如
来
蔵
で
皆
（
一
切
衆
生
）
が
こ
れ
を
有
し
、
行
仏
性
（
行
性
如
来
蔵
）
は
『
樗
伽
経
』
所
説
の
如
来
蔵
で
有
す
る
者
も
い
れ
ば
無
い
者
も
い
る
、
と
基
は
い
う
。
理
仏
性
は
い
わ
ゆ
る
真
如
法
身
の
理
体
と
し
て
一
切
衆
生
に
遍
満
し
、
行
仏
性
は
菩
薩
の
本
有
無
漏
種
子
と
し
て
定
性
菩
薩
と
不
定
種
性
の
み
が
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
唯
識
で
は
理
仏
性
の
観
点
か
ら
み
て
悉
有
仏
性
等
の
説
に
同
意
し
う
る
も
の
の
、
大
乗
の
菩
薩
道
を
経
て
終
極
の
仏
果
に
至
る
た
め
に
は
行
仏
性
を
有
す
る
少
分
一
切
の
人
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
実
質
的
に
み
れ
ば
、
唯
識
思
想
で
は
行
仏
性
を
有
す
る
一
部
の
種
性
に
つ
い
て
の
み
一
乗
教
説
を
あ
て
は
め
て
考
え
る
の
で
あ
っ
て
、
理
仏
性
は
理
論
と
し
て
一
応
は
有
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
一
乗
経
典
の
皆
成
的
な
理
解
方
法
を
回
避
す
る
た
め
の
単
な
る
形
式
論
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
っ
た
意
味
内
容
に
お
ち
つ
い
て
こ
よ
う
。
こ
れ
は
あ
る
種
公
平
性
が
保
た
れ
た
客
観
的
事
実
と
し
て
説
明
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
て
き
て
今
日
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
た
だ
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
“
大
乗
と
か
仏
性
（
如
来
蔵
）
と
い
う
概
念
が
大
乗
の
菩
薩
道
を
経
て
終
極
の
仏
果
に
至
る
意
味
を
有
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
”
と
い
う
思
想
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と
も
い
え
る
。
軽
々
に
い
い
き
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
五
性
各
別
を
忌
避
す
る
価
値
意
識
に
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
立
っ
た
、
い
わ
ば
評
価
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
お
び
な
が
ら
、
理
行
二
仏
性
説
が
理
解
さ
れ
説
明
さ
れ
が
ち
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
い
ま
『
玄
賛
』
の
蔵
訳
（
抄
訳
）
と
目
さ
れ
る
『
妙
法
蓮
華
註
（
b
9
ミ
ミ
黛
簿
8
b
§
魯
鳥
ぎ
鳶
臥
富
ミ
暮
）
』
を
み
る
と
、
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
こ
の
一
節
は
ほ
ぼ
訳
さ
れ
て
お
り
、
理
性
如
来
蔵
は
「
成
就
さ
れ
た
〔
如
来
の
〕
自
性
（
σ
q
歪
げ
冨
甘
蚕
渉
げ
ω
巨
ロ
）
」
、
行
性
如
来
蔵
は
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
「
成
就
さ
れ
る
べ
き
〔
如
来
の
〕
自
性
（
°
。
σ
q
≡
げ
℃
p
。
甘
窮
跡
ぴ
ω
三
つ
）
」
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
に
作
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
蔵
訳
の
問
題
は
大
き
く
と
り
あ
げ
な
い
が
、
た
だ
、
こ
の
理
性
如
来
蔵
1
1
「
成
就
さ
れ
た
自
性
」
と
い
う
訳
語
ひ
と
つ
に
し
て
も
あ
な
が
ち
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
『
玄
賛
』
の
文
章
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
機
を
顕
す
一
節
で
、
一
乗
の
教
説
を
解
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
衆
生
は
」
つ
の
機
”
と
い
う
ほ
か
な
く
、
そ
の
教
説
を
被
ら
し
め
る
（一
ﾂ
の
乗
り
も
の
に
乗
る
に
値
す
る
）
衆
生
の
側
の
因
子
に
つ
い
て
、
基
は
そ
れ
を
大
乗
性
（
一
大
乗
性
・
大
乗
根
性
）
で
あ
る
と
述
べ
る
。
し
か
る
に
そ
の
大
乗
性
に
理
性
と
行
性
と
の
二
種
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
と
に
理
性
の
と
こ
ろ
で
、
“
唯
識
で
は
作
仏
が
意
図
さ
れ
な
い
た
め
に
、
真
の
大
乗
と
し
て
生
か
さ
れ
な
い
筈
”
と
い
っ
た
読
み
手
側
の
評
価
が
差
し
挟
ま
っ
て
く
る
と
、
そ
の
大
乗
性
と
い
う
こ
と
ば
に
し
て
も
、
空
論
的
な
語
と
し
て
う
け
と
れ
よ
う
し
、
あ
る
い
は
皆
成
的
見
解
を
批
判
の
姐
上
に
の
せ
る
た
め
、
と
い
っ
た
よ
う
な
言
外
の
意
味
が
上
乗
せ
さ
れ
る
可
能
性
も
予
想
さ
れ
る
。
基
に
お
い
て
、
“
定
性
二
乗
や
無
性
有
情
を
ふ
く
む
一
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
切
衆
生
の
理
仏
性
は
大
乗
と
し
て
の
意
義
を
有
し
て
い
た
”
と
、
は
じ
め
に
は
ま
ず
額
面
通
り
も
っ
て
く
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。　
こ
の
よ
う
に
理
行
二
仏
性
論
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
か
れ
の
大
乗
観
に
は
、
通
説
的
な
前
提
に
あ
て
は
め
よ
う
と
こ
れ
ま
で
ど
う
も
部
分
的
に
強
調
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
捨
て
ら
れ
が
ち
な
要
素
の
存
し
た
可
能
性
が
見
え
隠
れ
す
る
。
基
の
い
だ
く
大
乗
と
全
種
性
と
の
関
連
性
、
こ
と
に
定
性
二
乗
等
と
仏
・
大
乗
と
の
接
点
は
、
か
な
ら
ず
し
も
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
は
決
め
に
く
い
の
で
あ
る
。
四
　
『
勝
婁
経
』
・
『
法
華
経
』
の
一
乗
説
と
出
生
・
摂
入
義
　
ω
『
勝
婁
経
」
の
一
乗
説
　
　
a
　
『
勝
婁
経
』
と
『
法
華
経
』
の
中
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
さ
し
て
、
基
は
出
生
あ
る
い
は
摂
入
と
と
ら
え
た
の
か
、
ま
ず
そ
こ
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
　
は
じ
め
に
『
勝
婁
経
』
の
出
生
・
摂
入
義
で
あ
る
が
、
現
行
の
大
正
蔵
本
で
い
う
と
一
乗
章
第
五
が
経
の
一
乗
説
の
中
核
を
な
し
、
『
勝
婁
経
述
記
』
で
は
こ
の
一
乗
章
全
体
を
「
明
果
」
と
し
て
科
を
　
　
　
ね
　
立
て
る
。
い
ま
一
乗
章
の
内
容
に
つ
い
て
『
勝
婁
経
述
記
』
の
科
段
と
対
比
し
て
み
る
と
、
基
が
読
み
こ
ん
だ
出
生
・
摂
入
の
説
は
、
概
ね
以
下
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
な
お
続
蔵
所
収
の
『
勝
鍵
経
述
記
」
は
テ
キ
ス
ト
上
の
誤
脱
が
散
見
さ
れ
、
科
段
に
つ
い
て
も
一
部
判
然
と
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。
以
下
の
分
科
は
大
ま
か
な
目
安
で
あ
る
）
。
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『
勝
婁
経
』
（
大
正
蔵
一
二
）
『
勝
箋
経
述
記
』
（
続
蔵
一
－
三
〇
ー
四
）
一
乗
章
明
果
（
三
〇
四
右
下
）
「
仏
告
勝
婁
、
汝
、
今
更
①
明
仏
勧
説
説
一
切
諸
仏
所
説
摂
受
正
法
」
（
二
一
九
中
、
五
－
六
行
）
。
②
勝
墜
承
力
正
陳
「
勝
婁
白
仏
言
、
善
哉
、
ω
明
出
生
名
日
大
乗
（
三
世
尊
、
唯
然
、
受
教
」
（
二
〇
四
左
上
）
一
九
中
、
六
行
）
以
下
。
＠
摂
入
故
名
日
大
乗
門
（
三
〇
五
右
上
）
「
如
世
尊
説
六
処
。
何
等
回
明
因
摂
入
為
六
」
（
二
一
九
中
、
一
五
行
）
以
下
。
同
明
果
摂
入
（
三
〇
五
左
上
）
「
阿
羅
漢
帰
依
於
仏
。
阿
㈲
略
開
二
章
（
有
恐
羅
漢
有
恐
怖
」
（
二
一
九
中
、
怖
・
帰
依
仏
）
二
四
－
二
五
行
）
。
㈲
略
広
釈
二
章
「
何
以
故
。
阿
羅
漢
於
一
㈲
略
釈
二
章
切
無
行
、
怖
畏
想
住
」
（
二
一
九
中
、
二
五
行
）
以
下
。
　
「
世
尊
、
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
有
怖
畏
」
（
二
一
九
下
、
一
行
）
以
下
。
　
「
世
尊
、
彼
先
所
得
地
不
愚
於
法
、
不
由
於
他
、
亦
自
知
得
有
余
地
、
必
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
」
（
二
二
〇
下
、
一
七
行
）
以
下
。
　
「
世
尊
、
如
来
無
有
限
斉
時
住
」
（
二
二
〇
下
、
二
七
行
）
以
下
。
　
「
若
如
来
随
彼
所
欲
而
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
便
説
即
是
大
乗
、
無
有
三
乗
（
二
乗
）
」
（
二
二
一
上
、
一
六
行
）
以
下
。
㈲
広
釈
二
章
（
三
　
〇
五
左
下
）
　
○
解
怖
畏
　
　
・
正
明
怖
畏
・
正
明
摂
入
　
一
乗
（
三
　
二
左
下
）
○
解
帰
依
（
三
　
一
二
右
上
）
　
・
正
明
帰
．
依
・
明
摂
入
一
乗
（
＝
二
三
右
下
）
　
最
後
の
「
若
如
来
随
彼
所
欲
而
方
便
説
即
是
大
乗
、
無
有
三
乗
」
（
＊
印
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
た
と
え
ば
基
の
『
義
林
章
』
の
引
文
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「
若
如
来
随
彼
所
欲
而
方
便
説
即
是
大
乗
、
無
有
二
乗
」
（
大
正
蔵
四
五
、
二
六
四
中
）
、
「
若
如
来
随
彼
意
欲
而
方
便
説
唯
有
一
乗
、
無
有
二
乗
」
（
同
、
二
六
六
中
）
と
あ
る
よ
う
に
、
基
は
「
無
有
二
乗
」
と
理
解
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
基
の
用
い
た
テ
キ
ス
ト
が
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
㊥
㊨
⑩
も
「
無
有
二
乗
」
）
。
　
　
b
　
②
ω
出
生
大
乗
の
内
容
か
ら
確
認
し
て
い
く
と
、
そ
の
経
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
即
白
仏
言
、
「
世
尊
、
摂
受
正
法
者
是
摩
詞
術
。
何
以
故
。
摩
　
　
詞
術
者
出
生
一
切
声
聞
・
縁
覚
・
世
間
・
出
世
間
善
法
。
世
尊
、
　
　
阿
褥
大
池
出
八
大
河
、
如
是
摩
詞
衙
出
生
一
切
声
聞
・
縁
覚
・
　
　
世
間
・
出
世
間
善
法
。
世
尊
、
又
如
一
切
種
子
皆
依
於
地
而
得
　
　
生
長
、
如
是
一
切
声
聞
・
縁
覚
・
世
間
・
出
世
間
善
法
。
依
於
　
　
大
乗
而
得
増
長
。
是
故
世
尊
、
住
於
大
乗
摂
受
大
乗
、
即
是
住
　
　
於
二
乗
、
摂
受
二
乗
・
一
切
世
間
・
出
世
間
善
法
」
。
（
大
正
蔵
　
　
一
二
、
二
一
九
中
）
　
こ
こ
に
お
い
て
、
摂
受
正
法
と
は
摩
詞
術
で
あ
る
、
そ
れ
は
阿
褥
大
池
が
八
大
河
を
四
方
に
流
し
出
す
の
と
同
様
に
、
そ
の
摩
詞
術
は
一
切
の
声
聞
・
縁
覚
、
世
間
・
出
世
間
の
善
法
を
出
生
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
説
か
れ
、
そ
し
て
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
種
子
が
大
地
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
じ
育
ま
れ
る
よ
う
に
、
声
聞
・
縁
覚
、
世
間
・
出
世
間
の
善
法
は
大
乗
に
よ
っ
て
増
長
す
る
、
と
も
説
か
れ
て
い
く
。
一
乗
章
の
こ
の
説
で
は
所
生
の
中
に
大
乗
（
菩
薩
乗
）
も
ふ
く
む
の
か
ど
う
か
明
確
で
は
な
い
が
、
通
例
こ
の
箇
所
は
前
章
の
摂
受
章
を
う
け
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
こ
で
は
正
法
を
摂
受
す
る
善
男
子
善
女
人
は
人
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
大
乗
と
い
っ
た
四
つ
の
重
任
を
荷
負
す
る
に
堪
能
な
り
と
あ
る
た
め
に
、
そ
う
い
っ
た
大
乗
を
も
含
む
一
切
乗
が
根
源
の
摩
詞
術
か
ら
出
生
し
た
と
い
う
意
に
よ
っ
て
今
日
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
”
諸
乗
差
別
の
否
定
（
根
源
）
”
⑪
”
諸
乗
差
別
の
あ
り
方
（
所
生
）
”
と
い
う
対
比
観
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
基
の
場
合
、
前
述
の
根
本
1
1
大
乗
、
方
便
1
1
小
乗
と
い
う
体
性
論
に
し
た
が
う
と
、
ま
だ
よ
く
断
定
で
き
な
い
が
、
所
生
に
お
い
て
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
乗
は
除
か
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
「
勝
婁
経
述
記
』
は
、
　
　
若
定
姓
智
定
皆
従
大
乗
中
出
名
出
生
名
大
乗
也
。
（
続
蔵
一
－
　
　
三
〇
1
四
、
三
〇
四
左
上
）
と
規
定
し
、
ま
た
も
う
ひ
と
つ
の
義
と
し
て
、
　
　
於
不
定
性
中
…
…
若
始
従
小
教
趣
小
果
時
名
出
生
故
名
大
乗
。
　
　
（
同
、
三
〇
四
左
上
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
定
性
お
よ
び
不
定
種
性
の
二
乗
に
着
眼
し
て
い
る
こ
と
は
看
取
さ
れ
る
。
　
出
生
の
意
味
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
出
生
説
は
ふ
つ
う
、
根
源
的
大
乗
（
摩
詞
術
・
摂
受
正
法
）
に
も
と
つ
く
諸
乗
存
在
の
和
会
と
か
萬
善
同
帰
と
解
さ
れ
る
。
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
い
ず
れ
も
が
、
本
質
的
に
目
ざ
す
と
こ
ろ
は
仏
に
な
る
こ
と
で
あ
り
無
意
義
な
も
の
は
な
い
と
い
う
意
に
と
ら
れ
る
。
　
『
勝
婁
経
述
記
』
で
は
、
阿
褥
大
池
の
八
大
河
の
喩
を
出
生
徳
と
述
べ
、
地
・
種
子
の
喩
を
依
生
徳
と
し
て
い
る
。
こ
の
徳
と
い
う
の
橘川唐初期唯識思想における〈大乗〉の把捉263
は
二
乗
な
ど
の
各
々
の
善
根
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
勝
婁
経
述
記
』
は
こ
れ
ら
を
総
じ
て
大
乗
（
明
出
生
名
日
大
乗
）
と
し
て
科
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
善
根
が
本
質
的
に
は
大
乗
で
あ
る
こ
と
、
仏
果
に
向
か
う
た
め
の
正
因
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
く
意
と
解
す
る
ほ
か
な
く
、
摂
受
章
か
ら
つ
づ
い
て
き
た
文
脈
と
か
、
一
般
的
な
『
勝
茎
経
』
理
解
と
も
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
も
基
に
お
い
て
は
、
出
生
説
の
所
生
と
し
て
、
定
性
と
不
定
種
性
の
区
別
自
体
は
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
先
の
『
義
林
章
』
の
説
（
本
稿
二
ω
）
を
考
え
る
と
、
基
が
『
勝
婁
経
」
の
出
生
説
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
む
し
ろ
定
性
二
乗
や
無
性
有
情
も
広
く
含
ま
れ
る
こ
と
へ
の
着
眼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
不
定
種
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
か
り
に
定
性
の
二
乗
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
そ
の
も
の
は
1
廻
小
向
大
と
い
う
旦
ハ
体
的
な
顕
現
は
な
い
に
せ
よ
1
仏
果
に
向
か
う
た
め
の
正
因
で
あ
る
、
と
い
っ
た
も
の
を
、
基
の
出
生
説
理
解
と
し
て
ま
ず
は
じ
め
に
は
う
け
と
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
　
C
　
つ
ぎ
に
摂
入
の
大
乗
門
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
『
勝
婁
経
述
記
』
は
『
勝
髪
経
』
の
摂
入
大
乗
説
に
因
摂
入
と
果
摂
入
と
の
二
門
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
『
勝
璽
経
」
は
ま
ず
六
処
に
つ
い
て
語
る
。
六
処
は
仏
が
説
い
た
正
法
住
・
正
法
滅
・
波
羅
提
木
叉
・
毘
尼
・
出
家
・
受
具
足
と
い
う
六
つ
の
依
処
で
、
出
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
乗
に
属
す
る
因
行
と
し
て
↑
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
前
提
が
『
勝
蔓
経
』
に
は
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
大
乗
の
為
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
　
　
　
　
　
ム
　
る
と
さ
れ
る
。
『
勝
璽
経
述
記
』
で
は
こ
の
一
節
を
因
摂
入
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
行
摂
入
と
も
い
い
か
え
ら
れ
よ
う
。
　
つ
づ
く
果
摂
入
の
内
容
は
経
で
は
広
範
に
わ
た
る
。
大
き
く
み
る
と
、
前
段
は
阿
羅
漢
に
お
い
て
恐
怖
が
あ
る
こ
と
、
後
段
で
如
来
の
み
が
帰
依
処
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
　
二
乗
の
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
は
煩
悩
を
断
じ
尽
く
し
て
浬
繋
を
獲
得
し
た
と
思
い
こ
ん
で
い
る
。
し
か
し
一
切
の
諸
行
に
対
し
ま
だ
怖
畏
の
念
を
も
っ
て
お
り
、
煩
悩
の
残
余
を
有
し
て
い
る
。
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
は
分
段
生
死
を
離
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
変
易
生
死
を
離
れ
て
い
な
い
。
見
一
処
住
地
・
欲
愛
住
地
・
色
愛
住
地
・
有
愛
住
地
の
四
煩
悩
は
断
じ
て
い
る
が
、
根
本
の
無
明
住
地
を
断
じ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
が
変
易
生
死
を
離
れ
な
い
か
ぎ
り
、
我
が
生
は
尽
き
た
（
我
生
已
尽
）
と
い
う
苦
諦
智
も
、
清
ら
か
な
行
を
完
成
し
た
（
梵
行
已
立
）
と
み
る
滅
諦
智
も
、
作
す
べ
き
こ
と
を
作
し
お
わ
っ
た
（
所
作
已
弁
）
と
す
る
道
諦
智
も
、
輪
廻
再
生
の
後
有
を
う
け
る
こ
と
は
な
い
（
不
受
後
有
）
と
い
う
集
諦
智
も
、
そ
れ
ら
は
如
来
の
真
の
四
智
で
は
な
い
。
分
段
生
死
に
お
け
る
煩
悩
を
断
じ
た
意
味
に
お
い
て
、
二
乗
の
浬
葉
果
を
我
生
已
尽
・
梵
行
已
立
・
所
作
已
弁
・
不
受
後
有
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
説
が
前
段
の
大
ま
か
な
内
容
で
あ
る
が
、
た
だ
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
の
不
完
全
性
と
い
う
内
容
に
お
わ
る
の
で
は
な
く
、
「
世
尊
、
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
観
察
時
、
得
不
受
後
有
観
第
一
蘇
息
処
浬
葉
地
。
世
尊
、
彼
先
所
得
地
不
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愚
於
法
不
由
於
他
、
亦
自
知
得
有
余
地
。
必
当
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
。
何
以
故
。
声
聞
・
縁
覚
乗
皆
入
大
乗
。
大
乗
者
即
是
仏
乗
。
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
是
故
三
乗
即
是
一
乗
」
と
あ
っ
て
、
二
乗
の
浬
難
果
は
最
上
の
安
息
処
（
第
一
蘇
息
処
）
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
お
い
て
法
に
愚
か
な
ら
ざ
る
も
の
（
不
愚
於
法
）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
阿
褥
菩
提
を
志
向
し
大
乗
に
帰
入
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
く
。
　
つ
づ
い
て
一
乗
章
を
し
め
く
く
る
段
と
し
て
、
一
乗
の
教
え
の
究
極
的
な
目
標
が
如
来
の
法
身
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
そ
し
て
そ
の
如
来
の
法
身
こ
そ
究
極
的
な
帰
依
処
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
く
。
　
果
摂
入
の
概
略
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
果
摂
入
の
果
と
い
う
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
の
小
乗
の
浬
葉
果
を
さ
し
て
い
よ
う
し
、
も
う
ひ
と
つ
は
如
来
の
終
極
の
浬
桑
果
が
意
味
さ
れ
よ
う
。
　
こ
う
し
て
因
摂
入
・
果
摂
入
の
段
は
、
六
処
・
四
智
と
い
っ
た
元
来
小
乗
に
属
す
る
事
柄
が
中
心
的
な
題
材
と
な
り
、
大
乗
の
そ
れ
に
比
し
て
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
説
く
と
同
時
に
、
そ
こ
か
ら
大
乗
に
転
換
し
仏
果
に
至
る
道
筋
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
く
の
が
大
き
な
主
題
と
考
え
ら
れ
、
具
体
的
な
廻
小
向
大
を
見
据
え
た
教
説
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
『
勝
婁
経
述
記
」
で
は
、
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
の
浬
榮
に
お
け
る
「
不
愚
於
法
」
に
つ
い
て
、
　
　
不
愚
於
法
者
、
謂
声
聞
有
二
。
若
定
姓
総
名
愚
法
。
聞
説
大
乗
　
　
生
怖
畏
故
。
若
不
定
種
姓
名
不
愚
法
。
　
｝
聞
大
乗
即
便
廻
趣
求
　
　
一
乗
故
。
（
続
蔵
一
－
三
〇
1
四
、
三
一
一
左
下
）
と
釈
さ
れ
る
。
小
乗
の
浬
葉
果
に
入
っ
た
の
ち
に
阿
褥
菩
提
へ
の
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
向
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
不
定
種
性
の
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
る
。
基
が
こ
れ
を
摂
入
大
乗
と
規
定
し
た
根
拠
と
し
て
、
不
定
種
性
の
廻
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
向
大
論
と
と
っ
た
こ
と
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
が
、
先
の
体
性
論
に
即
せ
ば
、
廻
心
前
の
不
完
全
な
小
乗
（
方
便
大
乗
）
の
行
（
因
）
果
と
廻
心
後
の
大
乗
（
根
本
大
乗
）
の
行
果
と
い
う
、
い
わ
ば
過
程
論
的
な
意
味
内
容
に
お
い
て
大
乗
（
一
乗
）
の
概
念
を
も
ち
こ
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
基
に
お
い
て
、
出
生
大
乗
と
い
う
の
は
、
現
実
に
お
け
る
小
乗
と
し
て
の
あ
り
方
（
定
性
を
ふ
く
む
）
の
中
に
大
乗
的
な
意
義
（
正
因
）
を
み
い
だ
す
意
に
お
そ
ら
く
主
眼
が
お
か
れ
、
摂
入
大
乗
と
い
う
の
は
、
不
定
種
性
に
お
い
て
小
乗
の
不
完
全
性
を
知
り
、
同
時
に
菩
薩
乗
に
転
じ
て
い
く
道
筋
と
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
基
は
、
そ
の
よ
う
な
二
種
の
大
乗
門
を
周
備
す
る
意
に
お
い
て
、
『
勝
婁
経
」
の
一
乗
説
を
真
実
と
し
て
規
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
②
『
法
華
経
』
の
一
乗
説
　
　
a
　
基
は
『
法
華
経
』
を
摂
入
大
乗
の
み
を
説
く
経
と
述
べ
た
が
、
『
勝
婁
経
』
の
摂
入
義
と
同
様
に
不
定
種
性
の
廻
心
論
で
う
け
と
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
『
法
華
経
」
の
説
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
不
定
種
性
を
読
み
こ
ん
で
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
　
ひ
と
つ
に
は
『
法
華
経
』
に
示
さ
れ
る
舎
利
弗
の
特
性
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
舎
利
弗
は
対
告
衆
の
代
表
格
で
最
初
に
授
記
さ
れ
橘川唐初期唯識思想における〈大乗〉の把捉265
る
筋
書
き
で
あ
る
が
、
讐
喩
品
に
お
い
て
、
仏
は
、
わ
れ
は
曾
て
二
萬
億
も
の
仏
の
も
と
で
無
上
道
の
た
め
に
常
に
汝
（
舎
利
弗
）
を
教
化
し
、
汝
も
ま
た
わ
れ
に
し
た
が
っ
て
受
学
し
て
き
た
、
わ
れ
は
方
便
を
も
っ
て
汝
を
引
導
し
た
故
に
汝
は
わ
が
法
の
中
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
、
わ
れ
は
昔
汝
に
仏
道
を
志
願
さ
せ
た
が
、
汝
は
そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
忘
れ
、
自
分
は
す
で
に
滅
度
を
獲
得
し
た
と
思
い
こ
ん
で
い
る
（
し
か
し
そ
れ
は
小
乗
の
浬
薬
で
あ
る
）
、
わ
れ
は
今
も
う
い
ち
ど
本
願
所
行
の
道
を
汝
に
思
い
出
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
声
聞
た
ち
に
こ
の
大
乗
経
の
妙
法
蓮
華
・
教
菩
薩
法
・
仏
所
護
念
と
名
づ
け
る
も
の
を
説
く
の
で
あ
る
、
と
告
げ
て
、
そ
し
て
舎
利
弗
に
対
し
て
授
　
　
　
　
　
記
す
る
。
　
現
在
声
聞
の
身
に
あ
る
舎
利
弗
が
前
世
に
菩
薩
だ
っ
た
と
説
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
る
点
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
基
に
お
い
て
こ
れ
は
、
世
親
の
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
（
以
下
『
法
華
論
』
）
を
う
け
な
が
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
。
『
法
華
論
』
は
、
『
法
華
経
」
で
授
記
さ
れ
る
声
聞
に
つ
い
て
決
定
声
聞
・
増
上
慢
声
聞
・
退
菩
提
心
（
退
已
還
発
菩
提
心
）
声
聞
・
応
化
声
聞
の
四
種
を
立
て
、
退
菩
提
心
と
応
化
と
の
二
種
が
如
来
記
を
う
け
、
決
定
と
増
上
慢
と
の
二
種
が
菩
薩
記
（
常
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
軽
菩
薩
の
礼
拝
行
の
箇
所
）
を
う
け
る
者
と
し
て
分
類
す
る
。
こ
れ
を
う
け
る
形
で
基
は
、
『
玄
賛
』
巻
一
本
の
叙
経
起
意
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
喩
伽
及
法
華
論
説
声
聞
有
四
。
一
決
定
種
姓
、
亦
名
趣
寂
。
　
　
二
増
上
慢
、
此
是
凡
夫
得
第
四
禅
謂
阿
羅
漢
。
三
退
已
還
発
大
菩
提
心
、
亦
名
不
定
種
姓
。
且
法
華
会
得
記
声
聞
名
退
菩
提
心
。
舎
利
弗
等
皆
是
此
類
。
故
経
自
云
、
「
告
舎
利
弗
、
我
昔
教
汝
　
鰯
志
願
仏
道
。
汝
今
悉
忘
而
便
自
謂
已
得
滅
度
」
。
…
…
由
是
故
名
退
菩
提
心
。
非
不
定
姓
皆
是
退
類
、
亦
有
昔
日
未
求
於
大
。
今
者
但
従
小
果
趣
大
不
定
姓
故
。
四
者
応
化
。
応
化
非
真
。
…
…
富
楼
那
等
即
其
類
也
。
法
華
論
云
、
「
此
中
唯
為
二
声
聞
記
、
　
　
謂
退
心
・
応
化
」
。
…
…
退
菩
提
心
正
当
根
熟
。
為
説
一
乗
正
　
　
破
其
執
。
応
化
非
真
、
無
執
可
破
。
（
大
正
蔵
三
四
、
六
五
二
　
　
下
－
六
五
三
上
）
如
来
記
を
う
け
る
と
さ
れ
た
退
已
還
発
大
菩
提
心
の
声
聞
は
不
定
種
性
と
も
称
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
法
華
会
上
で
授
記
さ
れ
る
声
聞
で
、
舎
利
弗
等
は
み
な
こ
の
た
ぐ
い
で
あ
る
、
前
世
で
仏
が
仏
道
に
志
願
さ
せ
た
の
に
今
は
そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
忘
れ
、
小
乗
の
浬
葉
に
よ
っ
て
滅
度
を
得
た
と
思
い
こ
ん
で
い
る
、
た
だ
昔
日
に
大
乗
に
進
ま
な
か
っ
た
者
も
い
る
か
ら
、
不
定
種
性
の
声
聞
す
べ
て
が
退
菩
提
心
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
応
化
の
声
聞
は
五
百
弟
子
受
記
品
の
富
楼
那
等
で
、
仏
菩
薩
が
声
聞
を
導
く
た
め
に
そ
の
姿
を
示
現
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
真
の
声
聞
で
は
な
く
破
す
べ
き
執
は
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
基
は
、
「
法
華
論
』
で
退
菩
提
心
と
応
化
の
た
め
に
如
来
記
が
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
退
菩
提
心
U
不
定
種
性
の
声
聞
を
正
為
、
応
化
の
声
聞
を
兼
為
と
し
て
解
し
て
い
く
。
　
こ
の
よ
う
に
基
に
お
い
て
は
、
讐
喩
品
に
み
え
た
舎
利
弗
の
説
を
、
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
実
際
に
菩
薩
乗
に
進
み
な
が
ら
も
途
中
で
退
転
し
、
そ
の
後
も
う
い
ち
ど
発
心
し
よ
う
と
す
る
意
に
解
し
て
お
り
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
菩
薩
種
性
と
声
聞
種
性
と
を
具
有
す
る
人
、
し
た
が
っ
て
不
定
種
性
声
東洋文化研究7号
聞
と
し
て
考
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
ま
た
こ
れ
は
、
方
便
品
の
「
無
二
亦
無
三
」
説
に
対
し
「
頒
応
言
無
第
二
第
三
。
数
三
乗
中
独
覚
為
第
二
、
声
聞
為
第
三
。
為
引
不
定
任
持
所
余
故
方
便
言
無
第
二
第
三
。
非
真
破
也
」
と
述
べ
た
解
釈
例
に
む
す
び
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
不
定
を
引
き
、
所
余
を
任
持
す
る
」
の
部
分
は
、
『
摂
大
乗
論
』
の
い
わ
ゆ
る
一
乗
十
義
説
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
摂
大
乗
論
』
の
一
乗
十
義
説
は
、
為
引
摂
一
類
及
任
持
所
余
、
由
不
定
種
性
諸
仏
説
一
乗
。
法
・
無
我
・
解
脱
等
故
、
性
不
同
・
得
二
意
楽
・
化
・
究
寛
説
一
乗
。
　
　
（
①
一
類
を
引
摂
し
、
及
び
②
所
余
を
任
持
せ
ん
が
為
に
、
不
　
　
定
種
性
に
由
り
て
諸
仏
は
一
乗
を
説
く
。
③
法
と
④
無
我
と
⑤
　
　
解
脱
と
等
し
き
が
故
に
、
⑥
性
不
同
と
⑦
⑧
二
の
意
楽
を
得
る
　
　
と
⑨
化
と
⑩
究
寛
と
〔
の
故
〕
に
一
乗
を
説
く
）
（
大
正
蔵
三
　
　
一
、
　
五
一
中
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ま
十
義
の
全
体
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
不
定
を
引
き
、
所
余
を
任
持
す
る
」
は
こ
の
う
ち
①
と
②
に
相
当
し
、
『
摂
大
乗
論
』
世
親
釈
で
は
、
①
不
定
種
性
の
声
聞
を
引
摂
し
て
大
乗
に
趣
か
せ
る
、
②
不
定
種
性
の
菩
薩
を
任
持
し
て
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
乗
に
住
せ
し
め
る
こ
と
と
説
明
さ
れ
る
。
『
玄
賛
」
に
よ
れ
ば
、
①
は
前
述
の
『
法
華
論
』
の
退
菩
提
心
声
聞
に
あ
た
り
、
法
華
の
一
会
は
多
く
こ
の
類
の
た
め
に
説
か
れ
る
と
さ
れ
、
②
は
漸
悟
菩
薩
で
、
不
定
種
性
の
第
六
住
以
前
は
退
転
し
う
る
菩
薩
で
あ
り
、
大
乗
で
精
進
し
な
が
ら
も
壊
退
し
て
小
乗
で
般
浬
繋
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
者
と
　
　
　
　
　
　
　
述
べ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
基
が
『
法
華
経
』
の
一
乗
説
を
不
定
種
性
を
中
心
に
解
し
た
の
は
、
讐
喩
品
に
お
け
る
舎
利
弗
の
前
世
説
と
そ
の
『
法
華
論
』
の
所
説
、
ま
た
『
摂
大
乗
論
』
の
一
乗
十
義
説
な
ど
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
『
法
華
論
』
を
依
用
す
る
形
を
守
り
な
が
ら
、
新
た
な
唯
識
的
解
釈
で
読
み
込
も
う
と
す
る
態
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
だ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
　
b
　
と
こ
ろ
が
『
法
華
経
」
が
摂
入
の
み
の
経
で
あ
る
と
さ
れ
た
点
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
薬
草
喩
品
は
出
生
の
説
に
相
当
し
な
い
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
　
薬
草
喩
品
で
は
、
同
じ
大
地
に
生
じ
な
が
ら
草
木
の
種
類
は
は
な
は
だ
多
く
、
雨
の
潤
い
を
う
け
る
と
き
小
さ
い
草
は
小
さ
い
草
な
り
に
、
大
き
い
木
は
大
き
い
木
な
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
応
の
生
長
を
遂
げ
て
各
々
の
花
を
咲
か
せ
果
を
実
ら
せ
る
。
偶
で
は
、
こ
れ
ら
の
草
木
を
小
薬
草
・
中
薬
草
・
上
薬
草
・
小
樹
・
大
樹
と
分
け
、
諸
乗
の
類
型
に
あ
て
は
め
る
と
、
小
草
が
人
天
乗
、
中
草
が
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
、
上
草
と
小
樹
お
よ
び
大
樹
が
菩
薩
乗
を
さ
し
て
い
る
と
解
さ
れ
礁
・　
こ
の
喩
の
趣
旨
は
諸
乗
差
別
の
発
生
に
比
重
を
お
く
も
の
で
は
な
く
、
終
局
的
に
一
に
帰
す
る
こ
と
に
本
意
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
薬
草
喩
品
は
『
勝
墜
経
」
の
出
生
説
と
類
似
の
教
説
と
し
て
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
合
い
に
出
さ
れ
説
明
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
一
般
に
同
等
の
内
容
橘川唐初期唯識思想における〈大乗〉の把捉267
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
基
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
三
草
二
木
説
も
出
生
で
は
な
く
、
不
定
種
性
の
摂
入
説
に
吸
収
さ
れ
て
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
一
点
を
と
っ
て
も
ま
だ
つ
か
み
に
く
い
問
題
の
残
る
こ
と
は
い
な
め
な
い
の
で
あ
る
（
こ
の
疑
義
は
す
で
に
、
栖
復
『
法
華
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
玄
賛
要
集
』
に
引
か
れ
る
「
有
人
」
の
説
に
み
え
る
）
。
基
は
ど
う
し
て
『
法
華
経
』
を
摂
入
の
み
の
経
と
述
べ
た
の
か
、
そ
の
摂
入
観
に
お
い
て
三
草
二
木
説
は
ど
の
よ
う
な
位
置
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
も
う
一
歩
進
め
て
さ
ぐ
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
五
　
基
に
お
け
る
「
一
乗
」
の
名
字
理
解
　
ω
　
「
一
」
の
解
釈
　
　
簡
別
・
破
別
・
会
別
　
基
の
一
乗
観
に
つ
い
て
、
そ
の
教
理
的
な
全
体
像
に
も
う
少
し
近
づ
き
た
い
。
『
玄
賛
』
巻
四
本
で
は
、
は
じ
め
に
「
一
乗
義
正
是
経
宗
」
と
述
べ
ら
れ
、
つ
づ
い
て
①
出
体
性
、
②
釈
名
字
、
③
明
説
意
、
④
彰
差
別
、
⑤
問
答
弁
の
五
門
分
別
に
よ
っ
て
一
乗
論
が
広
く
展
開
さ
れ
る
（
⑤
問
答
弁
は
「
皆
如
別
章
、
不
繁
具
挙
」
と
し
て
省
略
さ
　
　
お
　
れ
る
）
。
こ
の
う
ち
②
釈
名
字
は
、
種
々
の
一
乗
教
説
に
含
意
さ
れ
る
「
一
」
の
概
念
を
分
類
解
釈
し
た
も
の
で
、
従
来
研
究
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
釈
名
字
門
を
検
討
し
な
お
し
て
み
た
い
。
　
　
a
　
《
簡
別
》
簡
別
の
「
＝
は
、
昔
日
の
三
に
対
し
、
今
時
に
一
を
説
く
こ
と
で
あ
る
、
所
詮
の
理
の
極
一
な
る
こ
と
が
実
で
あ
り
、
能
詮
の
教
の
二
は
権
と
称
し
、
別
の
二
理
を
極
と
す
る
の
で
は
な
い
、
無
我
・
解
脱
は
三
乗
に
等
し
い
と
い
っ
て
も
、
仏
果
に
至
っ
て
こ
そ
極
と
な
す
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
所
詮
の
理
の
仏
智
を
一
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
、
三
乗
を
簡
ぶ
の
で
は
な
く
二
乗
を
簡
ぶ
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
　
こ
の
簡
別
は
、
経
中
に
、
“
昔
日
に
三
乗
を
説
き
、
今
時
に
一
乗
を
説
く
”
と
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
で
は
今
時
の
一
乗
を
、
昔
日
の
三
乗
と
の
対
応
関
係
か
ら
い
か
に
解
す
る
か
と
い
う
問
題
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ね
し
て
、
そ
れ
は
二
乗
で
は
な
い
、
と
み
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
b
　
《
破
別
》
破
別
の
「
一
」
は
、
二
乗
が
そ
の
方
便
た
る
を
知
ら
ず
に
小
乗
の
果
に
執
す
る
の
を
破
す
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
こ
で
は
讐
喩
品
の
“
羊
・
鹿
は
権
教
の
所
説
”
、
化
城
喩
品
の
“
二
乗
の
浬
薬
を
化
城
と
な
す
”
な
ど
の
説
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
基
独
自
の
読
み
こ
み
が
存
す
る
点
に
注
意
さ
れ
る
が
、
総
じ
て
二
乗
n
方
便
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
二
乗
の
否
定
と
し
て
解
さ
れ
る
教
説
を
と
り
あ
げ
た
も
の
と
い
え
る
。
ほ
か
に
、
方
便
品
の
”
唯
だ
此
の
一
事
の
み
実
に
し
て
、
余
の
二
は
真
に
非
ず
”
“
二
も
無
く
亦
三
も
無
し
”
の
箇
所
、
お
よ
び
『
勝
髭
経
』
の
”
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
に
怖
畏
あ
り
、
四
智
・
浬
榮
を
得
る
と
い
う
は
仏
の
方
便
な
り
”
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れ
　
と
い
っ
た
も
の
も
証
文
と
し
て
み
え
る
。
　
簡
別
・
破
別
に
お
い
て
は
、
三
乗
を
簡
ぶ
の
で
は
な
い
（
簡
別
）
、
三
乗
を
破
す
の
で
は
な
い
（
破
別
）
、
と
い
う
主
張
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
従
来
説
に
即
し
て
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
を
簡
ぶ
、
三
を
破
す
と
主
張
し
た
皆
成
的
な
解
釈
が
基
の
前
提
に
あ
る
可
能
性
は
十
分
み
て
と
れ
る
。
　
　
C
　
《
会
別
》
お
そ
ら
く
こ
の
会
別
は
、
前
述
”
『
法
華
』
は
分
明
に
は
智
慧
を
以
て
一
乗
と
為
し
隠
に
は
真
如
を
説
く
、
『
勝
婁
」
は
真
理
を
以
て
一
乗
と
為
し
智
慧
を
説
か
ず
”
と
述
べ
る
『
義
林
章
』
の
説
（
本
稿
二
ω
d
）
、
お
よ
び
三
草
二
木
説
に
対
す
る
基
の
考
え
方
の
理
論
的
根
拠
と
も
思
わ
れ
る
。
　
会
別
の
「
一
」
は
、
根
本
の
教
理
行
果
に
方
便
の
教
理
行
果
を
会
す
こ
と
で
あ
り
、
漸
悟
者
は
は
じ
め
に
二
乗
（
方
便
）
の
教
理
行
果
を
修
成
す
る
が
、
そ
れ
を
大
乗
（
根
本
）
の
教
理
行
果
に
会
す
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。
基
に
お
い
て
漸
悟
者
は
、
不
定
種
性
の
廻
心
向
大
し
う
る
人
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
二
乗
の
教
理
行
果
と
大
乗
の
教
理
行
果
と
を
統
合
し
て
考
え
る
。
　
こ
の
教
理
行
果
の
、
こ
と
に
教
・
理
は
注
意
を
要
し
よ
う
。
『
玄
賛
』
の
体
性
論
、
真
実
体
の
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
の
根
本
教
に
つ
い
て
、
　
　
根
本
教
者
、
此
品
（
方
便
品
）
初
云
「
其
智
慧
門
、
難
解
難
入
」
、
　
　
本
論
（
法
華
論
）
釈
言
「
阿
含
甚
深
」
、
華
開
敷
義
以
喩
妙
法
、
　
　
下
文
亦
言
「
法
華
経
蔵
深
固
幽
遠
」
等
、
…
…
（
大
正
蔵
三
四
、
　
　
七
＝
二
下
）
と
あ
り
、
ま
た
根
本
理
に
つ
い
て
は
、
　
　
根
本
理
者
、
謂
法
性
真
如
。
六
度
等
行
乗
此
真
理
能
有
所
往
故
　
　
名
大
乗
。
此
経
上
云
「
諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
」
、
…
…
本
論
　
　
亦
云
「
念
観
者
、
謂
大
乗
人
観
法
無
我
・
真
如
法
界
等
故
」
、
　
　
無
性
（
摂
論
釈
）
亦
云
「
或
乗
大
性
故
名
大
乗
」
、
弁
中
辺
説
　
　
「
真
如
法
界
名
所
縁
無
上
」
。
（
大
正
蔵
三
四
、
七
一
三
下
）
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
『
法
華
論
（
4
1
）
』
中
の
「
甚
深
」
の
釈
義
を
中
心
に
導
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
基
に
お
い
て
は
、
教
U
智
慧
門
、
理
1
1
智
慧
（
能
縁
）
＋
真
如
（
真
理
、
所
縁
）
で
あ
る
。
智
慧
と
い
え
ば
教
・
理
を
さ
す
が
、
た
だ
、
教
・
理
は
智
慧
が
す
べ
て
と
い
う
の
で
は
な
く
、
理
の
一
部
に
智
慧
の
所
縁
と
し
て
真
如
（
真
理
）
も
含
ま
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
い
っ
た
構
…
造
と
思
わ
れ
る
。
　
会
別
の
釈
で
は
、
『
法
華
経
」
は
顕
に
は
教
・
理
、
密
に
行
・
果
、
『
勝
婁
経
』
は
顕
に
は
行
。
果
、
密
に
教
・
理
を
説
く
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
を
要
略
し
て
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
○
教
（
智
慧
門
）
　
三
草
二
木
の
生
長
に
種
々
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
雨
　
　
　
　
　
　
が
潤
し
て
い
る
こ
と
（
法
華
）
。
○
理
　
〈
智
慧
〉
　
羊
車
・
鹿
車
を
与
え
る
と
告
げ
、
門
外
に
出
て
牛
　
　
　
　
　
　
車
（
仏
果
菩
提
種
智
）
を
与
え
た
こ
と
（
法
華
）
。
　
　
　
〈
真
理
〉
　
化
城
に
導
き
、
疲
れ
が
癒
え
た
の
ち
に
化
城
を
滅
　
　
　
　
　
　
し
五
百
由
旬
の
宝
処
（
仏
果
浬
葉
真
理
）
を
示
し
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
（
法
華
）
。
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○
行
　
六
処
行
は
大
乗
の
為
で
あ
る
と
説
か
れ
た
こ
と
（
勝
婁
）
。
○
果
　
少
分
の
浬
葉
を
得
た
者
は
〔
完
全
な
〕
浬
薬
界
に
向
か
う
と
　
　
　
名
つ
く
と
説
か
れ
た
こ
と
（
勝
髪
）
。
こ
の
よ
う
に
会
別
の
義
は
、
昔
日
の
二
乗
の
教
理
行
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
（
二
乗
の
否
定
を
介
さ
ず
）
大
乗
が
付
与
さ
れ
て
い
く
教
説
を
さ
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
薬
草
喩
品
の
三
草
二
木
の
喩
に
つ
い
て
い
え
ば
、
基
は
、
出
生
一
乗
義
で
は
な
く
会
別
の
教
一
乗
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
そ
れ
故
漸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悟
者
（
不
定
種
性
）
の
摂
入
義
に
解
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
ま
た
前
述
の
「
法
花
分
明
以
智
慧
為
一
乗
隠
説
真
如
。
錐
説
化
城
亦
非
真
滅
説
大
浬
葉
倶
為
宝
所
而
未
分
明
説
真
浬
葉
。
由
二
乗
者
所
得
浬
葉
倶
名
為
化
菩
提
全
不
得
故
」
と
述
べ
た
『
義
林
章
』
の
説
は
（
本
稿
二
ω
）
、
こ
う
し
た
教
・
理
の
会
別
義
が
背
景
と
な
り
、
と
く
に
理
の
と
こ
ろ
に
注
意
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
か
ら
『
勝
髪
経
述
記
』
に
お
い
て
、
『
勝
婁
経
』
の
摂
入
説
を
因
摂
入
と
果
摂
入
に
区
分
し
た
点
に
つ
い
て
い
う
と
（
本
稿
四
ω
c
）
、
そ
れ
は
会
別
の
行
一
乗
と
果
一
乗
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
ろ
施
・
　
基
の
摂
入
観
は
、
前
述
の
体
性
論
と
と
も
に
、
以
上
の
よ
う
な
理
論
的
根
拠
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
②
　
簡
別
・
破
別
・
会
別
と
定
性
・
不
定
種
性
の
関
係
　
と
こ
ろ
で
簡
別
・
破
別
・
会
別
と
種
性
類
型
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
、
基
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
　
三
義
之
中
初
二
解
通
定
性
・
不
定
性
、
後
一
多
唯
依
不
定
性
。
　
　
（
大
正
蔵
三
四
、
七
　
五
下
）
基
は
、
簡
別
と
破
別
は
定
性
と
不
定
種
性
に
通
じ
、
会
別
は
多
く
唯
だ
不
定
種
性
に
依
る
の
み
、
と
い
う
。
繍
脚
雑
種
性
　
こ
の
う
ち
定
性
と
い
う
の
は
定
性
菩
薩
の
こ
と
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
と
に
破
別
の
義
は
、
二
乗
が
方
便
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
小
乗
の
果
に
執
す
る
の
を
破
す
意
で
あ
る
。
定
性
菩
薩
の
執
は
、
『
玄
賛
』
に
、　
　
又
復
頓
悟
諸
小
菩
薩
執
唯
已
依
大
乗
修
行
可
得
成
仏
、
已
住
声
　
　
聞
不
得
作
仏
。
（
大
正
蔵
三
四
、
六
五
三
中
）
と
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
頓
悟
の
小
菩
薩
で
、
自
分
は
大
乗
に
よ
っ
て
修
行
し
て
い
る
か
ら
た
だ
自
分
だ
け
が
成
仏
で
き
る
、
す
で
に
声
聞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
段
階
に
あ
る
者
は
成
仏
で
き
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
執
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
頓
悟
の
小
菩
薩
は
基
に
お
い
て
『
法
華
経
』
の
兼
為
と
さ
れ
、
破
別
の
主
意
と
も
多
少
ず
れ
が
あ
る
。
　
不
定
種
性
の
廻
心
論
に
つ
な
が
る
の
は
三
義
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
う
ち
簡
別
・
破
別
が
定
性
二
乗
に
も
通
ず
る
と
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
二
乗
を
簡
ぶ
（
簡
別
）
、
二
乗
を
破
す
（
破
別
）
と
い
う
一
乗
大
乗
義
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
二
義
は
廻
心
論
的
な
も
の
と
は
異
な
る
意
味
合
い
に
よ
っ
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
乗
の
教
え
を
契
機
と
す
る
大
乗
へ
の
変
化
・
発
展
的
な
意
味
を
、
廻
心
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と
異
な
る
目
的
を
も
っ
て
定
性
二
乗
に
適
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
玄
賛
』
の
註
疏
で
あ
る
智
周
（
六
六
八
－
七
二
三
）
『
法
華
経
玄
賛
摂
釈
』
や
栖
復
『
法
華
経
玄
賛
要
媒
』
な
ど
を
み
る
と
、
定
性
二
乗
の
こ
と
と
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
定
性
二
乗
の
一
乗
は
、
『
勝
婁
経
』
で
い
え
ば
出
生
大
乗
に
相
当
し
た
が
、
そ
れ
は
簡
別
・
破
別
に
も
と
づ
き
な
が
ら
“
大
乗
へ
の
発
展
”
を
読
み
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
六
　
定
性
二
乗
と
大
乗
　
ω
　
『
法
華
論
』
の
訂
正
解
釈
　
定
性
二
乗
に
お
け
る
大
乗
的
な
発
展
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
一
乗
の
説
示
と
い
う
契
機
に
よ
っ
て
不
愚
法
の
境
地
に
転
ず
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
別
稿
で
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
基
に
よ
る
『
法
華
論
』
の
訂
正
解
釈
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
『
法
華
論
』
で
は
、
決
定
声
聞
と
増
上
慢
声
聞
は
如
来
記
を
う
け
ず
菩
薩
記
を
う
け
る
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
常
不
軽
菩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薩
の
礼
拝
行
（
我
不
敢
軽
於
汝
等
、
汝
等
皆
当
作
仏
）
を
さ
し
て
い
る
。
『
法
華
論
』
は
菩
薩
記
の
意
を
皆
仏
性
を
有
し
方
便
に
菩
提
心
を
お
こ
さ
せ
る
た
め
と
す
る
が
、
基
は
こ
れ
に
訂
正
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
其
増
上
慢
既
是
異
生
根
現
未
熟
故
仏
不
与
記
。
菩
薩
与
記
者
即
　
　
常
不
軽
為
具
因
記
令
信
有
仏
姓
復
漸
発
心
脩
大
行
故
。
其
趣
寂
　
　
者
既
無
大
乗
姓
。
何
得
論
其
熟
与
不
熟
。
応
言
趣
寂
由
無
大
姓
根
不
熟
故
仏
不
与
記
。
菩
薩
与
記
具
理
姓
因
漸
令
信
大
不
愚
法
故
。
非
根
未
熟
後
可
当
熟
。
故
非
菩
薩
与
記
令
発
趣
大
乗
心
言
　
　
当
作
仏
。
菩
薩
願
心
方
便
化
之
令
生
信
意
。
如
般
若
経
我
皆
令
　
　
入
無
余
浬
葉
非
皆
入
尽
。
菩
薩
記
於
趣
寂
亦
爾
。
若
許
趣
寂
同
　
　
増
上
慢
、
不
但
不
得
名
為
趣
寂
。
甚
違
諸
教
義
不
相
叶
。
由
趣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
寂
者
与
増
上
慢
合
一
処
説
、
翻
訳
之
主
同
言
根
未
熟
令
其
発
心
。
　
　
（
大
正
蔵
三
四
、
六
五
三
上
）
基
は
、
増
上
慢
の
声
聞
は
凡
夫
で
あ
り
な
が
ら
第
四
禅
を
得
て
阿
羅
漢
に
達
し
た
と
思
い
こ
ん
で
い
る
凡
夫
で
あ
る
か
ら
後
に
は
廻
小
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
大
し
得
る
は
ず
で
、
そ
の
根
未
熟
の
故
に
如
来
記
は
な
い
が
菩
薩
が
具
因
記
を
な
す
、
漸
に
発
心
さ
せ
大
乗
の
修
行
を
行
わ
せ
る
た
め
で
　
　
　
　
あ
る
、
ま
た
趣
寂
（
決
定
）
の
声
聞
は
、
大
乗
の
種
性
を
も
た
な
い
　
　
　
　
へ
た
め
に
根
不
熟
の
故
に
如
来
は
授
記
し
な
い
が
、
菩
薩
は
そ
の
よ
う
な
声
聞
で
も
授
記
す
る
、
そ
れ
は
理
姓
因
が
あ
り
大
乗
を
信
じ
さ
せ
不
愚
法
な
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
、
『
法
華
論
』
の
訳
者
は
こ
の
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
種
の
声
聞
を
区
別
せ
ず
、
一
処
に
根
未
熟
と
訳
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
く
。
　
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
趣
寂
声
聞
に
関
し
、
大
乗
姓
は
な
い
が
理
姓
因
を
具
え
漸
に
大
乗
を
信
じ
不
愚
法
な
ら
し
め
る
と
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
場
合
大
乗
姓
は
行
性
如
来
蔵
（
本
有
無
漏
種
子
）
で
、
理
姓
因
は
理
性
如
来
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
性
を
有
す
る
と
み
る
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
釈
は
も
と
は
『
法
華
論
』
に
従
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
自
身
の
理
行
二
仏
性
説
に
も
と
づ
き
解
釈
し
な
お
し
た
と
思
わ
れ
る
。
基
は
、
定
性
声
聞
の
者
で
あ
っ
て
も
、
一
乗
教
説
を
聞
く
機
縁
を
得
て
、
廻
心
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こ
そ
し
な
い
が
少
し
ず
つ
大
乗
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
、
法
に
愚
か
な
ら
ざ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
、
と
考
え
る
。
不
愚
法
二
乗
の
概
念
は
『
勝
婁
経
』
（
一
乗
章
）
に
み
え
、
そ
の
解
釈
方
法
に
し
て
も
慧
遠
（
浄
影
寺
、
五
二
ニ
ー
五
九
二
）
あ
た
り
か
ら
の
流
れ
を
追
う
必
　
　
　
　
　
　
要
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
二
乗
に
お
い
て
大
乗
の
法
空
の
理
を
理
解
す
る
こ
と
と
い
わ
れ
、
大
乗
を
信
ず
る
こ
と
と
一
体
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
『
勝
婁
経
述
記
』
で
は
、
廻
心
す
る
不
定
種
性
声
聞
を
不
愚
法
声
聞
、
定
性
声
聞
を
愚
法
声
聞
と
し
て
区
分
し
て
い
た
醐
、
定
性
声
聞
で
あ
っ
て
も
不
愚
法
の
境
地
に
転
換
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
）
。
　
基
は
『
法
華
経
』
を
不
定
種
性
の
摂
入
説
の
み
と
述
べ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
定
性
二
乗
も
含
ま
れ
る
と
み
て
理
解
を
広
げ
て
い
っ
た
（
こ
れ
は
簡
別
・
破
別
に
あ
た
る
が
、
摂
入
と
異
な
る
）
。
『
法
華
経
』
解
釈
は
基
本
的
に
『
法
華
論
』
に
し
た
が
う
形
式
を
と
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
範
囲
に
お
い
て
摂
入
義
の
み
と
説
き
、
そ
こ
か
ら
自
身
の
い
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
く
一
乗
真
実
義
に
即
し
て
理
解
し
な
お
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
に
は
、
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
『
摂
大
乗
論
』
の
一
乗
十
義
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
（
前
出
①
～
⑩
の
全
容
）
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
よ
う
し
、
『
勝
墜
経
』
の
一
乗
説
（
出
生
・
摂
入
の
周
備
）
も
重
視
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
②
　
「
諸
仏
如
来
但
教
化
菩
薩
」
と
不
愚
法
　
基
の
不
愚
法
観
を
検
討
す
る
手
だ
て
と
し
て
、
方
便
品
の
随
文
解
釈
か
ら
、
定
性
二
乗
に
ま
つ
わ
る
部
分
を
ぬ
き
だ
し
て
み
よ
う
。
【
経
】
　
舎
利
弗
、
若
我
弟
子
自
謂
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
者
、
不
聞
不
知
諸
仏
如
来
但
教
化
菩
薩
事
、
此
非
仏
弟
子
非
阿
羅
漢
非
辟
支
仏
。
【
賛
】
　
…
…
声
聞
・
辟
支
真
聖
趣
寂
、
若
遇
仏
者
多
不
愚
法
。
【
経
】
　
若
有
比
丘
実
得
阿
羅
漢
、
若
不
信
此
法
、
無
有
是
処
。
【
賛
】
　
…
…
但
是
真
聖
而
遇
我
者
趣
寂
、
多
是
不
愚
法
人
。
雛
不
能
行
聞
之
亦
信
。
…
…
其
趣
寂
者
不
能
証
入
。
初
猶
未
信
名
損
驚
怖
、
返
道
疑
生
後
必
信
之
成
不
愚
法
。
故
此
結
云
不
信
一
乗
無
有
是
処
。
…
…
【
経
】
　
除
仏
滅
度
後
現
前
無
仏
。
所
以
者
何
。
仏
滅
度
後
如
是
等
経
、
受
持
読
諦
解
義
者
、
是
人
難
得
。
若
遇
余
仏
、
於
此
法
中
便
得
決
了
。
【
賛
】
　
…
…
錐
真
趣
寂
而
遇
我
者
、
多
不
愚
法
皆
定
聞
知
化
菩
薩
事
。
若
不
遇
我
而
趣
寂
者
、
有
愚
於
法
即
不
能
知
但
化
菩
薩
。
…
…
此
愚
法
者
、
若
我
滅
後
更
遇
余
仏
方
便
説
化
、
於
此
法
中
便
得
決
了
。
故
亦
能
知
但
化
菩
薩
。
不
逢
仏
者
即
有
不
知
。
　
　
　
（
『
法
華
経
』
巻
一
、
大
正
蔵
九
、
七
中
－
下
。
『
玄
賛
』
巻
　
　
四
本
、
大
正
蔵
三
四
、
七
一
九
下
－
七
二
〇
上
）
　
経
で
は
、
も
し
わ
が
弟
子
で
、
自
分
を
阿
羅
漢
で
あ
る
、
辟
支
仏
で
あ
る
と
思
う
者
が
、
諸
仏
如
来
が
た
だ
菩
薩
の
み
を
導
い
て
い
る
こ
と
を
聞
か
ず
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
わ
が
弟
子
で
も
な
い
し
、
阿
羅
漢
で
も
な
く
、
辟
支
仏
で
も
な
い
、
も
し
実
に
阿
羅
漢
に
到
達
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し
た
者
が
い
て
、
こ
の
法
を
信
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
道
理
は
あ
り
え
な
い
、
た
だ
仏
の
入
滅
後
に
仏
が
現
前
に
い
な
い
場
合
は
別
で
あ
る
、
仏
の
滅
後
に
は
こ
の
よ
う
な
経
を
保
持
し
読
調
し
意
味
を
理
解
で
き
る
人
な
ど
め
っ
た
に
得
が
た
い
か
ら
で
あ
る
、
も
し
他
の
仏
に
出
会
え
た
な
ら
ば
、
確
か
な
理
解
を
得
よ
う
、
と
い
っ
た
内
容
が
説
か
れ
る
。
　
そ
し
て
基
の
釈
の
趣
寂
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
声
聞
・
辟
支
仏
の
真
の
聖
に
し
て
趣
寂
な
る
者
は
、
も
し
仏
に
出
会
え
た
な
ら
ば
多
く
は
不
愚
法
で
あ
る
、
実
際
に
修
行
で
き
な
く
て
も
聞
い
て
信
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
こ
と
は
で
き
る
、
は
じ
め
は
損
驚
怖
を
い
だ
い
て
も
、
の
ち
に
は
必
ず
不
愚
法
を
成
ず
る
、
そ
れ
を
結
論
づ
け
て
一
乗
を
信
じ
な
い
と
す
れ
ば
こ
の
道
理
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
、
真
の
趣
寂
だ
と
し
て
も
仏
に
会
え
れ
ば
多
く
不
愚
法
で
あ
り
、
た
だ
菩
薩
の
み
を
導
い
て
い
る
こ
と
を
必
ず
聞
い
て
知
っ
て
い
る
、
愚
法
の
者
は
、
仏
の
滅
後
に
他
の
仏
の
教
導
に
あ
え
ば
確
か
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
　
不
定
種
性
の
声
聞
で
あ
る
な
ら
ば
、
諸
仏
如
来
が
た
だ
菩
薩
の
み
を
導
い
て
い
る
と
信
ず
る
こ
と
は
、
大
乗
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
を
獲
得
し
て
廻
心
向
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
定
性
二
乗
の
場
合
、
す
な
わ
ち
真
に
聖
に
し
て
趣
寂
の
者
で
も
、
実
際
に
修
行
し
証
入
し
て
い
く
こ
と
は
な
く
て
も
、
仏
に
出
会
い
諸
仏
如
来
が
た
だ
菩
薩
の
み
を
導
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
信
ず
る
こ
と
は
で
き
、
そ
れ
が
不
愚
法
で
あ
る
、
と
基
は
考
え
る
。
こ
れ
は
、
一
乗
法
に
お
い
て
自
分
た
ち
は
積
み
残
さ
れ
て
い
る
と
か
、
最
早
二
乗
の
道
し
か
残
ら
な
く
な
っ
た
と
い
っ
た
と
り
方
も
視
野
に
入
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
大
乗
を
信
ず
る
と
い
う
不
愚
法
の
特
質
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
仏
の
法
に
お
い
て
、
声
聞
乗
・
辟
支
仏
乗
と
い
う
範
疇
自
体
、
元
来
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
そ
れ
こ
そ
諸
仏
如
来
の
真
意
だ
っ
た
と
気
づ
い
た
と
み
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
転
向
不
可
能
な
種
性
と
し
て
二
乗
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
自
ら
二
乗
を
選
択
す
る
余
地
が
残
ら
な
く
な
っ
て
、
大
乗
を
永
久
に
信
じ
志
向
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
が
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
ー
あ
る
い
は
二
乗
の
身
に
お
け
る
、
自
分
は
大
乗
の
菩
薩
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
と
い
う
信
解
（
巴
匡
日
g
犀
江
）
と
み
て
も
可
能
と
思
わ
れ
る
が
ー
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
菩
薩
の
み
が
導
か
れ
る
と
聞
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
不
愚
法
の
境
地
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
経
に
も
ど
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
た
真
の
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
（
自
謂
阿
羅
漢
辟
支
仏
者
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
内
容
が
、
定
性
二
乗
に
お
け
る
大
乗
へ
の
変
化
・
発
展
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
性
二
乗
の
場
合
、
こ
れ
は
理
仏
性
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
の
で
、
前
節
の
簡
別
・
破
別
も
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
七
　
『
解
深
密
経
』
と
円
測
の
一
乗
観
　
円
測
の
一
乗
論
を
く
わ
し
く
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
れ
る
点
の
み
あ
げ
て
み
よ
う
。
注
意
さ
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『
解
深
密
経
』
の
①
の
経
文
は
、
こ
の
後
半
部
「
非
於
一
切
有
情
界
中
無
有
種
種
有
情
種
性
。
或
鈍
根
性
、
或
中
根
性
、
或
利
根
性
有
情
差
別
」
、
お
よ
び
②
趣
寂
声
聞
の
不
成
仏
説
根
拠
と
な
っ
て
、
密
意
一
乗
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
定
性
二
乗
を
包
摂
す
る
統
合
的
な
も
包
摂
さ
れ
た
（
定
性
・
不
定
種
性
の
区
別
は
想
定
さ
れ
ず
）
三
乗
統
合
的
な
形
で
一
つ
の
乗
り
も
の
と
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
し
か
し
現
実
に
は
三
乗
各
々
の
形
で
あ
る
た
め
に
方
便
一
乗
と
さ
れ
た
と
い
え
る
。
　
③
に
つ
い
て
は
、
不
定
種
姓
声
聞
が
廻
小
向
大
し
て
、
か
な
ら
ず
仏
果
に
至
る
こ
と
と
円
測
は
解
し
、
『
法
華
経
』
の
「
唯
有
一
乗
法
、
無
二
亦
無
三
」
の
一
乗
義
に
等
し
い
と
述
べ
る
。
こ
の
「
無
二
亦
無
三
」
に
つ
い
て
『
解
深
密
経
疏
』
で
は
、
基
と
同
様
に
第
二
独
覚
乗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
し
、
第
三
声
聞
乗
無
し
と
す
る
解
釈
を
正
義
と
し
、
円
測
は
不
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
種
性
声
聞
の
廻
心
向
大
論
を
大
き
く
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
一
乗
義
は
、
不
定
種
性
の
者
が
二
乗
と
い
う
劣
っ
た
コ
ー
ス
を
捨
て
三
乗
中
の
菩
薩
乗
に
転
向
す
る
と
こ
ろ
に
意
味
上
限
定
さ
れ
る
か
ら
、
一
乗
真
実
と
立
て
る
に
し
て
も
唯
識
教
理
と
し
て
納
得
の
い
く
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
円
測
は
①
～
③
の
全
体
を
「
約
三
無
性
弁
一
乗
義
」
と
一
乗
義
を
中
心
に
科
を
立
て
、
さ
ら
に
①
の
と
こ
ろ
で
も
「
約
聖
道
弁
一
乗
義
」
と
し
て
い
る
。
こ
と
に
①
を
一
乗
方
便
三
乗
真
実
と
規
定
し
て
い
る
に
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
三
乗
で
は
な
く
一
乗
の
方
を
前
面
に
う
ち
出
し
て
科
を
立
て
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
は
三
乗
説
を
唱
導
し
一
乗
説
を
採
用
し
な
い
と
い
う
論
理
の
も
と
に
一
乗
方
便
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
主
眼
は
”
一
乗
方
便
と
い
う
一
乗
義
”
と
み
る
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
方
便
」
と
い
う
の
は
、
釈
文
の
形
式
と
し
て
み
る
と
、
『
解
深
密
経
』
や
『
勝
婁
経
』
の
説
相
と
し
て
方
便
と
い
う
言
い
方
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
従
う
形
で
あ
り
（
唯
識
家
が
『
勝
鍵
経
』
の
説
相
と
し
て
一
乗
方
便
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ソ
と
み
る
の
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
）
。
③
の
「
真
実
」
は
『
法
華
経
』
の
説
相
に
従
っ
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
①
・
③
で
は
、
一
乗
経
典
と
い
っ
て
も
方
便
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
真
実
と
し
て
出
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
う
い
う
類
似
教
説
と
の
対
応
関
係
を
紹
介
し
な
が
ら
『
解
深
密
経
』
の
｝
乗
教
説
を
解
釈
し
て
い
く
と
い
う
、
つ
ま
り
一
乗
の
一
般
通
念
の
意
味
取
り
と
は
異
な
る
に
し
て
も
、
あ
く
ま
で
“
『
解
深
密
経
』
は
一
乗
を
説
い
て
い
る
”
と
い
う
認
識
。
自
覚
が
円
測
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
『
解
深
密
経
』
に
お
け
る
一
乗
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
の
と
こ
ろ
で
円
測
は
、
経
文
の
「
妙
清
浄
道
」
が
道
（
卜
）
を
意
味
し
、
「
究
寛
清
浄
」
が
果
一
を
意
味
す
る
と
も
釈
し
て
い
る
。
『
解
深
密
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
道
一
は
『
顕
揚
聖
教
論
』
所
説
の
一
乗
六
因
の
中
の
第
三
「
衆
生
無
我
及
法
無
我
平
等
故
」
と
同
　
視
さ
れ
、
果
一
は
そ
の
第
四
「
解
脱
平
等
故
」
と
同
義
と
さ
れ
る
よ
　
　
　
　
　
　
　
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
観
点
の
共
通
性
に
よ
っ
て
三
乗
は
一
つ
の
乗
り
も
の
と
し
て
一
た
ん
と
ら
え
ら
れ
、
経
文
上
こ
れ
に
続
く
形
で
（
①
後
半
部
お
よ
び
②
）
三
乗
と
い
う
機
根
差
別
の
現
実
が
補
足
さ
れ
て
い
く
。
当
然
①
に
示
さ
れ
る
一
つ
の
乗
り
も
の
は
不
完
全
で
あ
っ
て
実
質
的
に
は
三
乗
真
実
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
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一
乗
義
と
い
う
方
面
に
着
眼
し
て
科
を
立
て
た
点
を
考
え
る
と
き
、
む
し
ろ
こ
の
一
乗
は
円
測
に
と
っ
て
不
完
全
（
狭
意
）
性
を
暴
く
と
こ
ろ
に
主
眼
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
三
乗
に
お
い
て
多
少
な
り
と
も
共
通
性
が
存
す
る
と
こ
ろ
に
比
重
を
寄
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
劣
乗
た
る
二
乗
の
状
態
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
は
如
来
種
性
と
の
土
ハ
通
性
、
大
乗
的
な
特
質
を
見
出
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
乗
の
状
態
を
正
当
化
す
る
は
た
ら
き
と
し
て
｝
乗
を
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
は
『
解
深
密
経
』
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
も
の
の
趣
旨
と
関
連
す
る
も
の
だ
ろ
う
）
。
　
③
は
、
二
乗
を
棄
捨
し
三
乗
中
の
菩
薩
乗
に
転
向
す
る
こ
と
で
あ
り
、
の
ち
に
必
ず
仏
果
に
至
り
う
る
、
つ
ま
り
純
粋
に
一
つ
の
乗
り
も
の
と
言
い
う
る
と
こ
ろ
を
真
実
一
乗
と
み
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
て
定
性
二
乗
を
含
む
（
定
性
・
不
定
種
性
分
か
た
ず
）
三
乗
共
通
に
大
乗
と
み
る
意
（
成
仏
と
は
直
結
し
な
い
）
と
不
定
種
性
廻
心
論
と
の
両
説
の
倶
有
に
お
い
て
、
円
測
が
一
乗
最
了
義
と
と
ら
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
八
　
む
す
び
　
基
の
一
乗
理
解
は
、
不
定
種
性
の
声
聞
を
小
乗
か
ら
大
乗
に
転
向
さ
せ
、
ま
た
定
性
二
乗
に
も
大
乗
へ
の
信
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
こ
う
し
た
複
数
の
義
に
着
眼
し
て
い
る
。
定
性
二
乗
と
規
定
し
な
が
ら
大
乗
的
志
向
を
認
め
て
い
く
一
乗
大
乗
義
は
、
一
般
論
と
し
て
な
じ
ま
な
い
が
、
基
に
お
い
て
は
、
今
時
の
一
乗
教
説
に
よ
っ
て
、
不
定
種
性
に
は
二
乗
の
棄
捨
が
あ
り
、
定
性
二
乗
は
そ
の
本
質
論
的
に
大
乗
と
し
て
肯
定
さ
れ
、
二
乗
の
身
の
ま
ま
に
そ
の
精
神
的
主
体
性
に
お
い
て
大
乗
へ
の
志
向
が
認
め
ら
れ
て
い
く
。
　
ま
た
基
は
、
『
勝
婁
経
』
の
一
乗
を
出
生
・
摂
入
を
倶
有
す
る
真
実
一
乗
説
と
し
、
『
法
華
経
』
を
摂
入
の
み
の
方
便
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
三
乗
真
実
一
乗
方
便
に
翻
ず
る
も
の
で
も
当
然
な
い
し
、
”
出
生
＋
摂
入
（
種
性
類
型
の
完
備
・
真
実
）
”
¢
”
唯
摂
入
（
種
性
類
型
の
不
備
・
方
便
）
”
と
い
う
よ
う
な
、
単
に
五
性
類
型
の
広
狭
論
と
み
て
も
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。
出
生
に
し
て
摂
入
に
し
て
も
、
あ
く
ま
で
「
大
乗
」
と
い
う
概
念
の
意
味
内
容
と
し
て
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
五
性
類
型
の
広
・
狭
を
示
す
た
め
の
素
材
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
〇
二
乗
の
棄
捨
（
廻
心
向
大
）
が
前
提
と
な
る
大
乗
観
－
不
定
種
性
　
…
…
摂
入
大
乗
〇
二
乗
の
身
を
肯
定
す
る
と
こ
ろ
に
と
ら
え
ら
れ
る
大
乗
観
－
特
に
　
定
性
二
乗
（
…
…
出
生
大
乗
と
連
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
の
一
乗
大
乗
観
は
全
衆
生
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
一
般
の
一
乗
大
乗
の
通
念
と
共
通
の
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
五
性
各
別
の
形
が
種
々
の
機
根
存
在
の
ま
ま
に
仏
の
真
意
に
か
な
っ
た
形
で
確
立
し
な
お
さ
れ
、
種
性
差
別
が
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
側
面
も
結
果
的
に
は
無
視
で
き
な
い
。
基
の
自
覚
と
し
て
ど
ち
ら
に
比
重
が
あ
っ
た
か
明
確
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
“
五
性
（
三
乗
）
類
型
の
存
在
↓
一
乗
大
乗
”
と
い
う
志
向
性
を
示
す
全
種
性
的
な
大
乗
観
を
有
し
て
い
た
と
い
う
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お
　
こ
と
は
い
え
よ
う
し
、
か
れ
の
五
性
各
別
と
い
う
教
義
自
体
、
機
根
差
別
と
い
う
現
実
を
う
け
と
め
な
が
ら
、
単
に
大
乗
小
乗
並
存
論
な
ど
で
は
な
く
、
仏
は
何
故
に
出
現
し
た
か
、
あ
る
い
は
何
故
に
存
在
す
る
か
、
と
い
う
非
常
に
重
要
な
課
題
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
大
乗
の
教
学
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
“
唯
識
1
1
差
別
へ
の
志
向
”
“
華
天
1
1
平
等
へ
の
志
向
”
と
い
っ
た
対
比
の
み
で
単
純
化
し
て
整
理
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
天
台
等
の
大
勢
の
思
想
立
場
か
ら
行
わ
れ
る
評
価
で
あ
っ
て
、
客
観
論
と
し
て
は
的
は
ず
れ
と
い
わ
ざ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
唯
識
側
の
自
覚
と
し
て
、
唐
初
の
一
乗
思
想
の
大
き
な
う
ね
り
に
与
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
Q
　
も
う
ひ
と
つ
「
方
便
」
と
い
う
言
葉
の
問
題
も
あ
げ
ら
れ
る
。
基
は
“
一
部
分
の
人
に
対
し
て
説
か
れ
た
教
え
↓
仮
り
・
偽
り
の
教
説
”
と
い
う
論
理
性
の
も
と
に
「
方
便
」
の
語
を
用
い
た
の
か
ど
う
か
。
方
便
一
乗
と
し
て
の
摂
入
大
乗
が
真
実
一
乗
（
出
生
大
乗
＋
摂
入
大
乗
）
に
対
置
さ
れ
る
の
で
は
な
く
包
摂
さ
れ
一
角
を
占
め
て
い
る
点
を
こ
こ
で
考
慮
せ
ざ
る
を
え
ず
、
さ
ら
に
、
二
乗
無
し
と
し
て
導
か
れ
る
廻
心
論
の
み
な
ら
ず
、
不
定
種
性
に
と
っ
て
は
二
乗
の
教
理
行
果
も
根
本
大
乗
に
入
る
た
め
の
方
便
大
乗
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
点
も
あ
わ
せ
て
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
不
定
種
性
に
お
け
る
“
二
乗
の
段
階
↓
二
乗
の
否
定
（
廻
心
向
大
）
”
と
い
う
過
程
、
す
な
わ
ち
漸
悟
者
の
大
乗
以
前
の
諸
段
階
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
の
ち
に
大
乗
で
行
じ
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
む
し
ろ
意
義
づ
け
的
な
意
味
に
比
重
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
否
定
し
に
く
い
。
単
に
三
乗
中
の
菩
薩
乗
の
と
こ
ろ
を
大
乗
に
見
立
て
た
摂
入
大
乗
義
（
摂
し
て
大
乗
に
入
ら
し
む
）
の
み
な
ら
ず
、
不
定
種
性
に
お
い
て
は
“
二
乗
の
段
階
”
“
廻
心
の
実
現
”
そ
れ
自
体
も
副
次
的
に
せ
よ
大
乗
と
称
し
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
理
解
の
上
に
基
の
摂
入
大
乗
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
基
に
お
い
て
「
方
便
」
の
語
の
は
っ
き
り
し
た
定
義
論
は
提
出
さ
れ
な
い
の
で
何
と
も
ま
だ
い
え
な
い
が
、
「
〔
大
乗
に
向
か
っ
て
〕
近
づ
く
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
原
意
の
反
映
さ
れ
る
あ
た
り
を
多
少
予
想
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
唯
識
教
学
の
方
便
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
観
は
、
い
ま
一
度
検
討
し
な
お
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
　
教
理
的
な
比
較
は
む
ず
か
し
い
が
、
円
測
に
お
い
て
も
二
乗
存
在
（
定
性
二
乗
を
含
む
）
の
大
乗
的
位
置
づ
け
と
不
定
種
性
の
廻
心
論
（
作
仏
論
）
と
の
完
備
と
い
う
と
こ
ろ
を
一
乗
の
真
義
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
一
乗
方
便
・
一
乗
真
実
の
意
味
取
り
な
ど
基
と
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
み
え
る
に
し
て
も
（
と
り
わ
け
円
測
の
用
い
る
「
方
便
」
「
真
実
」
は
、
自
身
の
教
理
と
し
て
構
築
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
諸
経
の
説
相
に
従
う
格
好
が
顕
著
と
い
え
る
）
、
一
乗
教
説
の
意
義
意
識
と
し
て
み
る
と
、
そ
う
し
た
根
本
的
な
部
分
の
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
は
基
と
同
一
線
上
に
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
諸
点
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
く
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。
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略
号
大
正
蔵
続
蔵
日
仏
全
大
正
新
脩
大
蔵
経
大
日
本
続
蔵
経
大
日
本
仏
教
全
書
（
鈴
木
学
術
財
団
版
）
注
（
1
）
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
、
大
正
蔵
九
、
八
上
。
（
2
）
　
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
一
、
大
正
蔵
四
五
、
二
六
七
上
。
こ
の
　
　
文
で
注
意
す
べ
き
は
、
皆
成
的
な
解
釈
方
法
（
二
乗
三
乗
な
し
）
を
　
　
さ
し
て
方
便
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
“
第
二
（
独
　
　
覚
乗
）
第
三
（
声
聞
乗
）
な
し
”
と
い
う
自
説
に
つ
い
て
方
便
の
語
　
　
を
補
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
従
来
こ
れ
ら
は
混
同
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
　
　
と
い
え
る
。
基
の
説
に
お
い
て
、
“
二
乗
三
乗
な
し
”
と
い
う
皆
成
　
　
的
な
一
乗
義
は
方
便
の
規
定
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
批
判
さ
　
　
れ
斥
け
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
（
3
）
　
拙
稿
「
慈
恩
教
学
に
お
け
る
法
華
経
観
」
（
『
仏
教
学
』
第
四
四
号
、
　
　
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
。
（
4
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
四
本
に
は
、
『
勝
婁
経
』
と
『
法
華
経
』
　
　
の
六
重
相
対
の
形
で
説
か
れ
る
。
「
此
（
法
華
経
）
説
一
乗
与
勝
髭
　
　
浬
繋
経
所
説
一
乗
差
別
之
相
。
a
此
通
理
・
智
、
彼
唯
仏
性
。
b
此
　
　
唯
摂
入
、
彼
通
出
生
。
c
此
唯
有
性
、
彼
通
無
性
。
d
此
唯
不
定
性
、
　
　
彼
通
定
性
。
e
此
多
説
教
・
理
、
彼
多
説
行
・
果
。
f
此
説
一
乗
為
　
　
実
二
乗
為
権
、
彼
説
一
乗
為
権
四
乗
為
実
。
故
勝
墜
云
、
若
如
来
随
　
　
彼
意
欲
而
方
便
説
唯
有
一
乗
無
有
余
乗
等
也
」
（
大
正
蔵
三
四
、
七
　
　
一
六
c
）
Q
同
巻
九
末
、
大
正
蔵
三
四
、
八
三
四
下
。
（
5
）
　
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
論
孜
に
、
勝
呂
信
静
「
窺
基
の
法
華
玄
賛
に
　
　
お
け
る
法
華
経
解
釈
」
（
坂
本
幸
男
編
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
、
　
　
法
華
経
研
究
W
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
二
年
三
月
、
第
七
章
）
、
　
　
師
茂
樹
「
法
相
宗
の
「
一
乗
方
便
」
説
再
考
－
諸
乗
義
林
を
中
心
に
　
　
ー
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
一
　
　
二
月
）
、
吉
村
誠
「
唯
識
学
派
に
お
け
る
「
一
乗
」
の
解
釈
に
つ
い
　
　
て
」
（
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
一
年
　
　
一
二
月
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
6
）
　
『
勝
髭
宝
窟
』
巻
中
本
、
大
正
蔵
三
七
、
四
〇
中
以
下
。
（
7
）
　
『
勝
婁
経
述
記
』
巻
上
、
続
蔵
一
ー
三
〇
i
四
、
三
〇
四
左
上
。
（
8
）
　
『
解
深
密
経
』
中
も
う
一
箇
所
は
地
波
羅
蜜
多
品
に
み
え
る
。
「
観
　
　
自
在
菩
薩
復
仏
言
、
『
世
尊
、
如
世
尊
説
、
若
声
聞
乗
若
復
大
乗
唯
　
　
是
一
乗
、
此
何
密
意
』
。
仏
告
観
自
在
菩
薩
日
、
『
善
男
子
、
如
我
於
　
　
彼
声
聞
乗
中
宣
説
種
種
諸
法
自
性
、
所
謂
五
藷
或
内
六
処
或
外
六
処
。
　
　
如
是
等
類
於
大
乗
中
即
説
彼
法
、
同
一
法
界
・
同
一
理
趣
故
、
我
不
　
　
説
乗
差
別
性
。
於
中
或
有
如
言
於
義
妄
起
分
別
一
類
増
益
一
類
損
減
。
　
　
又
於
諸
乗
差
別
道
理
謂
互
相
違
、
如
是
展
転
遮
興
謳
論
。
如
是
名
為
　
　
此
中
密
意
』
」
（
大
正
蔵
一
六
、
七
〇
八
上
）
。
（
9
）
　
鄭
柄
杓
「
新
羅
唯
識
思
想
研
究
－
種
姓
論
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
　
（
北
畠
典
生
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
本
仏
教
文
化
論
叢
』
上
巻
、
　
　
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
六
月
）
、
四
六
六
－
四
七
〇
頁
。
拙
稿
　
　
「
円
測
に
よ
る
五
性
各
別
の
肯
定
に
つ
い
て
ー
円
測
思
想
に
対
す
る
　
　
皆
成
的
解
釈
の
再
検
討
1
」
（
『
仏
教
学
』
第
四
〇
号
、
一
九
九
九
年
　
　
三
月
）
、
「
円
測
に
お
け
る
実
説
一
乗
仮
説
三
乗
と
実
説
三
乗
仮
説
一
　
　
乗
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
九
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
三
　
　
月
）
参
照
。
（
1
0
）
　
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
は
、
『
義
林
章
』
で
は
『
法
華
経
』
の
安
橘Jl唐初期唯識思想における〈大乗〉の把捉277
　
　
楽
行
品
か
ら
の
引
用
と
し
て
示
す
が
（
大
正
蔵
四
五
、
二
六
五
上
）
、
　
　
こ
れ
は
如
来
寿
量
品
の
文
で
あ
る
（
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
六
、
大
正
　
　
蔵
九
、
四
二
下
）
。
（
1
1
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
四
本
、
大
正
蔵
三
四
、
七
＝
二
上
－
七
　
　
一
四
中
。
a
総
含
体
「
一
総
含
体
者
、
一
切
無
漏
若
種
若
現
有
為
無
　
　
為
若
因
若
果
根
本
方
便
能
成
仏
徳
皆
名
一
乗
」
（
大
正
蔵
三
四
、
七
　
　
＝
二
上
）
。
b
随
勝
体
①
摂
事
帰
理
体
、
②
撹
余
帰
智
体
、
③
隠
劣
　
　
従
勝
体
、
④
二
運
用
広
体
、
⑤
勝
出
分
段
体
、
⑥
引
摂
殊
勝
体
の
六
　
　
類
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
（
大
正
蔵
三
四
、
七
一
三
上
1
下
）
〔
真
興
　
　
（
九
三
四
－
一
〇
〇
四
）
『
一
乗
義
私
記
』
巻
一
、
「
問
、
第
二
随
勝
　
　
体
意
何
。
答
、
随
因
果
理
智
中
、
取
勝
法
為
一
乗
体
。
此
体
意
也
」
　
　
（
日
仏
全
三
〇
、
　
一
二
四
中
）
〕
。
c
真
実
体
「
根
本
大
乗
教
理
行
果
　
　
及
能
入
大
乗
方
便
四
法
皆
名
一
乗
。
威
有
運
載
之
功
能
故
」
（
大
正
　
　
蔵
三
四
、
七
＝
二
下
）
。
（
1
2
）
　
な
お
基
は
こ
の
直
前
で
、
頓
悟
者
（
菩
薩
定
性
）
に
つ
い
て
「
由
　
　
頓
悟
者
正
学
根
本
教
理
行
果
、
兼
為
伏
化
二
乗
者
故
亦
学
方
便
教
理
　
　
行
果
」
（
大
正
蔵
三
四
、
七
一
四
上
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
た
だ
真
　
　
実
体
の
趣
旨
か
ら
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
兼
意
で
あ
り
、
や
は
　
　
り
漸
悟
者
の
ほ
う
に
主
眼
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
（
1
3
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
、
「
舎
利
弗
善
聴
諸
仏
所
得
法
無
量
方
便
　
　
力
而
為
衆
生
説
衆
生
心
所
念
種
種
所
行
道
若
干
諸
欲
性
先
世
　
　
善
悪
業
仏
悉
知
是
已
以
諸
縁
讐
喩
言
辞
方
便
力
令
一
切
歓
喜
　
　
或
説
修
多
羅
伽
陀
及
本
事
本
生
未
曾
有
亦
説
於
因
縁
讐
喩
井
祇
　
　
夜
優
波
提
舎
経
」
（
大
正
蔵
九
、
七
下
）
。
こ
の
九
分
教
は
、
一
般
　
　
に
い
わ
れ
る
十
二
分
教
か
ら
自
説
・
方
広
・
授
記
の
三
つ
を
除
い
た
　
　
も
の
で
、
そ
の
三
つ
は
『
法
華
経
』
の
性
質
に
属
し
、
九
分
教
は
　
　
『
法
華
経
』
以
外
の
教
え
を
方
便
と
し
て
総
括
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
　
　
勝
呂
信
静
『
法
華
経
の
成
立
と
思
想
』
（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
三
　
　
年
三
月
、
増
訂
版
）
、
二
〇
五
ー
二
一
〇
頁
参
照
。
（
1
4
）
　
『
法
華
経
』
本
文
か
ら
み
れ
ば
、
「
正
直
捨
方
便
但
説
無
上
道
」
　
　
（
大
正
蔵
九
、
一
〇
上
）
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
1
5
）
　
ま
た
雲
井
昭
善
「
方
便
と
真
実
」
（
横
超
慧
日
編
著
『
法
華
思
想
』
　
　
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
九
年
五
月
、
第
二
部
第
一
章
第
一
節
）
参
照
。
（
1
6
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
、
大
正
蔵
九
、
三
一
下
。
（
1
7
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
、
大
正
蔵
九
、
三
一
下
。
「
此
経
開
方
便
門
、
　
　
示
真
実
相
」
は
、
梵
文
で
は
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
こ
の
法
　
　
門
が
最
高
の
深
い
意
味
を
秘
め
て
語
ら
れ
た
こ
と
ば
を
解
明
す
る
も
　
　
の
で
あ
り
」
（
松
濤
誠
廉
・
丹
治
昭
義
・
桂
紹
隆
訳
『
大
乗
仏
典
五
　
　
法
華
経
H
』
、
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
一
六
頁
）
。
ま
た
松
　
　
濤
誠
廉
「
法
華
経
の
ω
p
ぢ
伍
鼠
げ
ゲ
9
1
超
9
・
に
就
い
て
」
（
『
法
華
文
化
　
　
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
七
五
年
三
月
）
、
一
六
頁
参
照
。
な
お
『
法
　
　
華
文
句
』
巻
八
上
に
、
法
雲
・
道
朗
・
慧
龍
・
僧
印
・
劉
虻
・
吉
蔵
　
　
等
の
解
釈
が
あ
げ
ら
れ
る
（
大
正
蔵
三
四
、
一
一
一
中
以
下
）
。
（
1
8
）
　
吉
村
誠
「
唯
識
学
派
の
理
行
二
仏
性
説
に
つ
い
て
ー
そ
の
由
来
を
　
　
中
心
に
ー
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
二
年
三
　
　
月
）
は
、
理
行
二
仏
性
説
の
内
容
と
典
拠
に
つ
い
て
基
と
円
測
の
学
　
　
説
を
論
じ
、
つ
ぎ
に
階
代
唐
初
の
仏
性
説
の
中
に
理
性
・
行
性
の
由
　
　
来
を
た
ど
り
（
吉
蔵
の
批
判
す
る
理
性
・
行
性
、
慧
遠
の
仏
性
説
に
　
　
お
け
る
理
性
・
行
性
）
、
さ
ら
に
皆
成
思
想
家
で
あ
る
霊
潤
と
法
宝
　
　
の
理
行
二
仏
性
説
批
判
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
　
　
訳
唯
識
の
理
行
二
仏
性
説
が
イ
ン
ド
喩
伽
行
派
に
由
来
す
る
も
の
で
　
　
は
な
く
、
中
国
で
発
展
し
た
仏
性
説
を
背
景
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
278東洋文化研究7号
　
　
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（
1
9
）
　
た
と
え
ば
深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究
』
下
巻
・
教
義
論
（
永
田
文
　
　
昌
堂
、
　
一
九
五
四
年
九
月
）
、
六
四
四
頁
に
、
「
仏
地
経
論
』
　
（
親
光
　
　
等
造
）
に
お
け
る
『
浬
藥
経
』
の
悉
有
仏
性
説
解
釈
が
解
説
さ
れ
て
　
　
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
真
如
法
身
と
は
理
仏
性
に
就
い
て
い
え
る
も
　
　
の
、
少
分
の
一
切
有
情
と
は
行
仏
性
に
就
い
て
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
然
る
に
、
理
仏
性
な
れ
ば
全
分
の
一
切
で
あ
る
が
、
真
如
は
凝
然
た
　
　
る
を
以
て
、
そ
の
性
は
あ
れ
ど
無
性
に
し
て
成
仏
せ
ざ
る
こ
と
を
妨
　
　
げ
な
い
、
ま
た
行
仏
性
は
終
に
成
仏
す
れ
ど
、
い
う
と
こ
ろ
の
一
切
　
　
と
は
少
分
の
一
切
を
指
す
と
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。
　
　
こ
の
理
仏
性
に
関
す
る
説
明
に
し
て
も
、
真
如
凝
然
不
作
諸
法
と
い
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
、
所
謂
性
宗
側
か
ら
み
た
相
宗
規
定
に
し
た
が
い
な
が
ら
な
さ
れ
　
　
た
も
の
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
古
来
定
着
し
て
き
た
も
の
と
も
い
え
　
　
る
。
『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』
巻
二
、
大
正
蔵
四
五
、
四
八
四
下
、
　
　
ま
た
黒
田
亮
『
唯
識
心
理
学
』
（
小
山
書
店
、
一
九
四
四
年
一
一
月
）
、
　
　
三
〇
七
－
三
〇
八
頁
、
常
盤
大
定
『
仏
性
の
研
究
』
（
丙
午
出
版
社
、
　
　
一
九
三
〇
年
四
月
）
、
二
四
〇
1
二
五
一
頁
参
照
。
（
2
0
）
き
践
宕
巳
一
＝
け
喫
巨
冨
｝
碧
藪
言
p
°
。
冨
9
Φ
ロ
唱
。
甘
　
　
目
α
。
蕾
ω
Φ
暴
。
碧
匪
9
。
ヨ
ω
＄
餌
き
践
冒
。
σ
q
9
σ
q
冨
ω
ぴ
Φ
＼
犀
巨
　
　
ξ
践
畠
Φ
σ
゜
。
げ
三
σ
q
給
σ
q
ω
冨
甘
「
践
げ
゜
。
巨
口
。
き
B
ω
旨
け
ω
p
臼
9
ω
①
霧
尊
尻
N
冒
冨
住
Φ
爵
鋤
ヨ
ω
。
9
・
α
巨
餌
富
日
巴
冨
団
巴
鼠
σ
q
唱
胃
a
ω
o
鴨
冨
注
ξ
践
。
巨
ぴ
ε
日
｝
8
℃
霞
乙
ω
o
σ
q
の
B
円
耳
ω
げ
匿
お
嵩
昼
。
筈
⑩
ω
四
ω
9
の
ω
。
モ
団
践
ヨ
＆
奮
与
巴
ロ
ξ
o
σ
q
の
げ
窪
甘
傷
①
σ
ω
三
口
σ
q
い
①
σ
q
°
・
冨
貸
ω
ぼ
5
。
け
3
ヨ
ω
。
巴
三
爵
㊦
σ
q
冨
σ
q
9
σ
q
冨
ω
8
＼
σ
q
蹴
ω
餌
巴
＼
σ
q
°
。
ロ
ヨ
9
日
巴
冒
ω
爵
p
。
σ
゜
。
日
匪
窃
冨
ω
巨
冨
三
ヨ
p
・
讐
。
σ
q
の
ω
。
ω
冨
ω
昼
ξ
巨
渉
。
§
目
匹
。
巴
Φ
9
昼
5
巴
轟
ω
ξ
践
夢
Φ
σ
q
冨
σ
q
9
σ
q
σ
ω
け
き
B
且
喜
旨
胃
冨
昌
σ
ω
匡
づ
冤
践
σ
q
。
お
冨
囮
冒
昌
ミ
団
9
・
｝
憎
践
げ
の
三
昌
鼠
馨
9
日
葛
㈹
5
1
6
8
＼
巽
9
B
三
腎
巴
σ
ω
三
p
O
巴
＼
ω
σ
q
歪
σ
℃
9
。
甘
『
p
・
昌
σ
吟
ヨ
ロ
o
モ
興
暮
唱
思
一
冨
β
げ
の
ワ
ヨ
巨
5
餌
o
巴
Φ
量
瞬
冨
ω
ω
①
3
ω
8
昌
爵
p
日
ω
o
巴
冨
O
①
げ
ω
げ
ヨ
四
い
①
σ
q
ω
冒
三
「
巴
げ
鴇
貯
　
　
団
o
α
8
の
9
魯
o
モ
の
鷺
暮
b
魯
一
騰
践
げ
筈
言
巳
げ
ω
σ
q
≡
ぴ
ω
冨
　
　
9
毎
σ
冨
甘
『
匿
げ
の
匡
口
。
雲
づ
。
モ
（
の
O
Φ
α
σ
q
ρ
Z
p
お
H
メ
9
層
　
　
嵩
゜
。
げ
轟
－
刈
）
ま
た
山
口
益
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
典
に
お
け
る
法
華
経
－
法
　
　
華
玄
賛
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
に
つ
い
て
ー
」
（
金
倉
圓
照
編
「
法
華
経
　
　
の
成
立
と
文
化
』
、
法
華
経
研
究
皿
、
平
楽
寺
書
店
、
　
一
九
七
〇
年
　
　
三
月
）
、
六
八
九
頁
参
照
。
（
2
1
）
　
『
勝
塁
経
述
記
』
は
経
全
体
を
大
き
く
説
経
由
致
分
〔
1
通
序
、
　
　
2
別
序
（
平
章
遣
信
・
勝
髪
喜
請
・
仏
現
在
空
・
接
嘆
帰
礼
）
〕
・
加
　
　
持
広
説
分
・
還
述
依
行
分
に
三
分
し
（
続
蔵
一
－
三
〇
1
四
、
二
九
　
　
四
左
上
－
下
）
、
ま
た
加
持
広
説
分
の
内
容
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
区
分
　
　
す
る
。
1
自
利
行
・
修
其
萬
行
　
ω
明
法
a
行
（
如
来
真
実
功
徳
章
　
　
第
↓
・
十
受
章
第
二
・
三
願
章
第
三
・
摂
受
章
第
四
）
、
b
果
（
一
　
　
乗
章
第
五
）
、
c
教
・
理
（
無
辺
無
聖
諦
章
第
六
・
如
来
蔵
章
第
七
・
　
　
法
身
章
第
八
・
空
義
隠
覆
真
実
章
第
九
・
一
諦
章
第
十
・
一
依
章
第
　
　
十
一
・
顛
倒
真
実
章
第
十
二
・
自
性
清
浄
章
第
十
三
）
、
②
弁
人
　
　
（
如
来
真
子
章
第
十
四
）
、
2
利
他
行
・
修
行
者
（
勝
鍵
師
子
吼
章
第
　
　
十
五
）
（
続
蔵
一
ー
三
〇
1
四
、
二
九
六
左
上
ー
下
）
。
（
2
2
）
　
ち
な
み
に
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
一
、
大
正
蔵
三
五
、
＝
四
上
、
　
　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
巻
一
、
大
正
蔵
三
五
、
五
一
二
上
な
ど
で
　
　
も
「
無
有
二
乗
」
に
作
る
。
（
2
3
）
　
吉
蔵
『
勝
婁
宝
窟
』
の
場
合
も
、
所
生
に
属
す
る
の
は
声
聞
と
縁
橘川唐初期唯識思想における〈大乗〉の把捉279
覚
の
み
と
解
し
て
い
る
。
世
間
・
出
世
間
に
つ
い
て
は
、
二
乗
の
見
道
以
前
を
世
間
、
以
後
を
出
世
間
と
す
る
解
釈
と
、
二
乗
の
世
俗
善
法
（
『
勝
婁
経
』
所
説
の
六
処
等
）
を
世
間
、
無
漏
善
法
（
『
勝
璽
経
』
所
説
の
四
智
・
浬
繋
等
）
を
出
世
間
と
す
る
解
釈
の
二
通
り
を
示
す
。
所
生
に
大
乗
も
ふ
く
ま
れ
る
と
み
る
解
釈
は
、
「
有
人
」
の
解
釈
と
し
て
紹
介
の
み
さ
れ
る
。
『
勝
婁
宝
窟
』
巻
中
本
、
「
略
釈
云
、
摩
詞
術
名
為
大
乗
。
言
大
乗
者
能
生
二
乗
故
名
為
大
。
声
聞
・
縁
覚
如
上
釈
之
。
更
有
二
義
名
為
声
聞
。
一
者
従
他
聞
法
即
悟
得
解
故
号
声
聞
。
二
就
所
観
法
門
解
釈
。
如
地
論
説
、
我
衆
生
等
但
有
名
字
故
名
為
声
、
悟
解
義
説
声
聞
。
縁
覚
如
法
華
疏
観
音
品
具
釈
。
世
・
出
世
者
前
二
乗
中
見
道
之
前
名
為
世
間
、
見
諦
已
上
名
出
世
間
。
又
前
二
中
世
俗
善
法
名
為
世
間
、
如
下
所
説
六
処
等
法
。
無
漏
善
法
名
出
世
間
、
如
下
四
智
及
浬
桑
等
。
今
欲
将
彼
二
中
一
切
善
法
皆
従
大
出
。
故
説
世
間
出
世
間
　
。
有
人
言
、
従
大
乗
出
生
四
乗
。
声
聞
・
縁
覚
即
是
二
　
乗
、
世
間
者
謂
人
天
乗
。
出
世
間
者
菩
薩
乗
也
、
今
以
前
釈
為
正
」
　
　
（
大
正
蔵
三
七
、
四
二
下
）
。
松
本
史
朗
「
「
勝
髭
経
』
の
一
乗
思
想
　
　
に
つ
い
て
1
一
乗
思
想
の
研
究
（
皿
）
1
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
　
　
研
究
紀
要
』
第
四
一
号
、
一
九
八
三
年
三
月
）
、
四
〇
1
四
一
頁
参
　
　
照
。
（
2
4
）
　
『
勝
璽
宝
窟
』
巻
中
末
、
「
如
世
尊
説
六
処
者
、
総
挙
如
来
昔
説
於
六
。
所
以
挙
昔
六
者
、
此
是
小
乗
経
中
説
於
六
処
。
将
欲
会
小
入
大
故
前
説
小
也
。
此
六
法
是
起
行
之
所
故
名
為
処
」
（
大
正
蔵
三
七
、
　
　
四
三
下
）
。
『
勝
璽
経
義
疏
』
、
「
明
昔
日
学
小
有
此
六
処
、
故
会
之
入
　
」
1
。
六
処
、
一
教
有
興
・
衰
、
二
戒
有
得
・
離
、
三
人
有
始
・
終
。
　
　
合
為
六
也
」
（
四
天
王
寺
会
本
、
七
一
頁
）
。
（
2
5
）
　
『
勝
璽
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』
、
大
正
蔵
一
二
、
二
二
〇
下
。
（
2
6
）
　
基
の
解
釈
で
は
、
不
定
種
性
1
1
不
愚
法
と
い
う
規
定
は
か
な
ら
ず
　
　
し
も
本
来
的
固
定
的
で
は
な
く
、
そ
れ
も
ま
た
一
乗
義
の
通
達
に
よ
　
　
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
、
　
　
『
法
華
経
』
（
方
便
品
）
に
「
若
我
弟
子
自
謂
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
者
、
　
　
不
聞
不
知
諸
仏
如
来
但
教
化
菩
薩
事
、
此
非
仏
弟
子
非
阿
羅
漢
非
辟
　
　
支
仏
」
（
大
正
蔵
九
、
七
中
）
と
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
（
本
稿
六
働
　
　
参
照
）
、
『
玄
賛
』
巻
四
本
の
釈
に
「
其
不
定
姓
可
廻
心
者
、
不
問
近
　
　
遠
必
能
聞
知
仏
化
菩
薩
事
故
名
自
謂
是
真
二
聖
而
得
遇
仏
、
都
不
聞
　
　
知
化
菩
薩
事
非
仏
聖
弟
子
亦
非
真
二
聖
」
（
大
正
蔵
三
四
、
七
一
九
　
　
下
）
と
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
（
2
7
）
　
摂
入
に
関
す
る
「
勝
鍵
経
述
記
』
の
定
義
で
は
定
性
菩
薩
も
含
ま
　
　
れ
て
い
る
が
、
基
の
一
乗
論
に
お
い
て
は
中
心
か
ら
外
れ
る
で
あ
ろ
　
　
う
。
『
勝
箋
経
述
記
』
巻
上
、
「
若
不
定
種
姓
及
大
乗
種
姓
畢
寛
還
帰
　
　
大
乗
名
摂
入
大
乗
。
…
…
若
已
廻
心
帰
大
乗
時
名
日
摂
入
故
名
大
乗
　
　
也
」
（
続
蔵
一
－
三
〇
1
四
、
三
〇
四
左
上
）
。
そ
れ
か
ら
、
一
乗
章
　
　
の
最
後
の
「
若
如
来
随
彼
所
欲
而
方
便
説
即
是
大
乗
、
無
有
二
乗
」
　
　
（
大
正
蔵
一
二
、
二
二
一
上
。
大
正
蔵
本
は
「
～
無
有
三
乗
」
）
は
、
　
　
基
に
お
い
て
不
定
種
性
廻
心
論
の
一
角
で
あ
り
、
「
依
梵
本
説
経
頒
　
　
応
言
無
第
二
第
三
。
数
三
乗
中
独
覚
為
第
二
、
声
聞
為
第
三
。
為
引
　
　
不
定
任
持
所
余
故
方
便
言
無
第
二
第
三
。
非
真
破
也
」
（
『
義
林
章
』
　
　
巻
一
、
大
正
蔵
四
五
、
二
六
七
上
）
と
述
べ
た
『
法
華
経
』
の
「
無
　
　
二
亦
無
＝
〔
の
解
釈
に
む
す
び
つ
く
も
の
と
い
え
る
。
（
2
8
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
、
大
正
蔵
九
、
一
一
中
。
（
2
9
）
　
松
濤
誠
廉
・
長
尾
雅
人
・
丹
治
昭
義
訳
『
大
乗
仏
典
四
法
華
経
　
　
1
』
（
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
、
二
八
九
－
二
九
〇
頁
、
　
　
注
7
。
苅
谷
定
彦
『
法
華
経
一
仏
乗
の
思
想
』
（
東
方
出
版
、
一
九
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八
三
年
一
二
月
）
、
二
二
五
－
二
二
九
頁
。
勝
呂
前
掲
書
、
二
五
三
　
　
－
二
五
七
頁
。
（
3
0
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
（
菩
提
留
支
訳
）
巻
下
、
大
正
蔵
二
六
、
　
　
九
上
。
（
3
1
）
　
『
玄
賛
』
で
は
四
種
声
聞
に
つ
い
て
『
喩
伽
師
地
論
』
も
と
り
あ
　
　
げ
る
が
、
こ
れ
は
摂
決
択
分
菩
薩
地
、
巻
八
〇
の
説
で
、
一
向
趣
寂
・
　
　
増
上
慢
・
廻
向
菩
提
・
変
化
と
い
わ
れ
て
い
る
（
大
正
蔵
三
〇
、
七
　
　
四
四
上
－
中
）
。
ま
た
巻
七
三
に
法
性
（
趣
寂
）
・
誓
願
（
廻
向
菩
提
）
　
　
・
変
化
の
三
類
が
示
さ
れ
る
（
大
正
蔵
三
〇
、
七
〇
二
上
）
。
（
3
2
）
　
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
一
〇
、
大
正
蔵
三
一
、
三
七
七
下
。
（
3
3
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
一
本
、
大
正
蔵
三
四
、
六
五
三
中
。
同
　
　
巻
四
本
、
大
正
蔵
三
四
、
七
一
六
上
。
（
3
4
）
　
前
掲
拙
稿
「
慈
恩
教
学
に
お
け
る
法
華
経
観
」
、
二
八
－
三
三
頁
、
　
　
三
七
ー
四
一
頁
。
（
3
5
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
三
、
大
正
蔵
九
、
二
〇
上
ー
中
。
（
3
6
）
　
た
と
え
ば
横
超
慧
日
「
法
華
経
序
説
』
（
法
蔵
館
、
一
九
六
二
年
　
　
一
月
）
、
五
〇
1
五
五
頁
、
「
法
華
経
総
説
」
（
横
超
前
掲
書
『
法
華
　
　
思
想
』
、
第
一
部
）
、
五
九
－
六
一
頁
、
雲
井
昭
善
『
勝
婁
経
』
（
仏
　
　
典
講
座
一
〇
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
六
年
四
月
）
、
一
四
五
頁
な
ど
。
（
3
7
）
　
『
法
華
経
玄
賛
要
集
』
巻
一
九
、
続
蔵
一
－
五
四
－
二
、
　
一
四
九
　
　
右
上
。
（
3
8
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
四
本
、
大
正
蔵
三
四
、
七
＝
二
上
－
七
　
　
↓
．
六
下
。
（
3
9
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
四
本
、
大
正
蔵
三
四
、
七
一
四
下
、
　
一
　
　
四
行
－
二
五
行
。
（
4
0
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
四
本
、
大
正
蔵
三
四
、
七
一
四
下
、
二
　
　
五
行
－
七
一
五
中
、
一
四
行
。
（
4
1
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
巻
上
、
「
言
甚
深
者
、
顕
示
二
種
甚
深
　
　
之
義
。
応
如
是
知
。
何
等
為
二
。
一
者
証
甚
深
、
謂
諸
仏
智
慧
甚
深
　
　
無
量
故
。
二
者
阿
含
甚
深
、
謂
智
慧
門
甚
深
無
量
故
」
（
大
正
蔵
二
　
　
六
、
五
上
）
。
（
4
2
）
　
『
法
華
経
玄
賛
要
集
』
巻
一
九
に
も
、
「
薬
草
喩
品
天
雨
是
一
、
斜
　
　
教
也
」
と
し
て
一
応
解
決
さ
れ
て
い
る
（
続
蔵
一
－
五
四
－
二
、
一
　
　
四
九
右
上
）
。
（
4
3
）
　
『
義
林
章
』
で
は
、
『
勝
婁
』
は
真
理
を
以
て
一
乗
と
為
し
…
…
出
　
　
生
と
摂
入
と
倶
に
尽
く
、
と
述
べ
て
い
る
が
（
本
稿
二
ω
d
）
、
こ
　
　
の
真
理
と
い
う
の
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
玄
賛
』
の
体
性
論
の
中
、
　
　
随
勝
体
の
六
義
中
、
①
摂
事
帰
理
体
の
と
こ
ろ
に
、
「
浬
葉
・
勝
婁
　
　
等
中
多
以
法
身
真
理
仏
性
名
為
一
乗
」
（
大
正
蔵
三
四
、
七
＝
二
上
　
　
－
中
）
と
あ
っ
て
、
こ
の
法
身
真
理
の
仏
性
と
す
れ
ば
出
生
義
を
さ
　
　
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
摂
入
に
該
当
す
る
説
　
　
（
因
摂
入
・
果
摂
入
）
も
『
勝
髭
経
』
の
一
乗
章
に
説
か
れ
る
こ
と
　
　
に
着
目
し
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
「
出
生
と
摂
入
と
倶
に
尽
く
」
　
　
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
智
周
の
釈
に
「
問
、
　
　
彼
理
為
乗
如
何
出
生
。
答
、
如
十
二
分
教
、
依
於
法
界
平
等
所
流
為
　
　
依
名
出
生
」
（
『
法
華
経
玄
賛
摂
釈
』
巻
三
、
続
蔵
一
ー
五
三
－
一
、
　
　
六
七
左
上
1
下
）
と
あ
り
、
ま
た
栖
復
の
釈
に
も
「
問
、
彼
説
真
理
　
　
何
有
出
生
」
（
『
法
華
経
玄
賛
要
集
』
巻
一
九
、
続
蔵
一
－
五
四
ー
二
、
　
　
一
四
九
右
上
）
と
み
え
る
。
な
お
真
興
も
「
大
池
喩
・
種
子
喩
説
出
　
　
生
義
、
六
処
法
説
摂
入
義
也
。
総
意
云
、
摂
二
乗
行
入
大
乗
名
摂
入
　
　
義
、
真
理
出
生
萬
法
名
出
生
義
也
」
（
『
一
乗
義
私
記
』
巻
三
、
日
仏
　
　
全
三
〇
、
一
六
二
下
）
と
真
理
を
出
生
義
の
根
拠
と
し
て
明
確
に
述
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べ
る
。
（
4
4
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
一
本
、
大
正
蔵
三
四
、
六
五
三
中
。
（
4
5
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
一
本
、
大
正
蔵
三
四
、
六
五
三
中
。
（
4
6
）
　
『
法
華
経
玄
賛
摂
釈
』
巻
三
、
続
蔵
一
－
五
三
－
一
、
六
七
右
下
。
　
　
『
法
華
経
玄
賛
要
集
』
巻
一
九
、
続
蔵
一
－
五
四
ー
二
、
一
四
五
右
　
　
下
－
左
上
。
（
4
7
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
六
、
大
正
蔵
九
、
五
〇
下
。
（
4
8
）
　
こ
の
増
上
慢
声
聞
に
つ
い
て
も
、
五
性
各
別
の
通
念
か
ら
す
れ
ば
　
　
ま
だ
疑
問
が
残
る
。
こ
の
声
聞
が
第
四
禅
し
か
得
て
い
な
い
異
生
と
　
　
規
定
さ
れ
る
に
し
て
も
定
性
声
聞
の
可
能
性
は
残
る
わ
け
で
、
な
ぜ
　
　
大
乗
に
発
心
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
解
さ
れ
て
く
る
か
と
い
う
点
で
　
　
あ
る
。
五
性
各
別
の
確
定
根
拠
が
本
有
種
子
に
あ
る
こ
と
は
『
成
唯
　
　
識
論
』
等
に
も
と
つ
く
周
知
の
通
説
で
あ
る
が
（
『
新
導
成
唯
識
論
』
　
　
巻
二
、
二
二
頁
）
、
基
の
教
理
上
、
機
根
の
確
立
す
る
根
拠
に
つ
い
　
　
て
も
う
一
度
よ
く
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
こ
れ
に
は
『
鍮
伽
論
』
の
補
特
伽
羅
成
立
論
の
解
釈
問
題
も
ひ
と
つ
　
　
の
材
料
と
し
て
想
起
さ
れ
、
改
め
て
別
稿
で
論
じ
た
い
。
な
お
釈
尊
　
　
時
代
の
禅
定
の
意
味
と
、
そ
こ
か
ら
後
に
第
四
禅
が
要
請
さ
れ
て
い
　
　
く
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
池
田
練
太
郎
「
色
界
第
四
禅
に
つ
　
　
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
〇
巻
第
二
号
、
一
九
九
二
年
　
　
三
月
）
を
あ
げ
る
。
（
4
9
）
　
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
巻
下
、
「
菩
薩
記
者
、
如
下
不
軽
菩
薩
　
　
品
中
示
現
。
応
知
。
礼
拝
讃
歎
作
如
是
言
、
我
不
軽
汝
。
汝
等
皆
当
　
　
得
作
仏
者
、
示
現
衆
生
皆
有
仏
性
故
」
（
大
正
蔵
二
六
、
九
上
）
。
（
5
0
）
　
『
大
乗
義
章
』
巻
一
七
末
、
大
正
蔵
四
四
、
八
〇
九
中
。
『
勝
蔓
宝
　
　
窟
』
巻
下
本
、
大
正
蔵
三
七
、
五
九
下
。
同
巻
下
末
、
大
正
蔵
三
七
、
　
　
八
〇
下
。
（
5
1
）
　
「
勝
墨
経
述
記
』
巻
下
、
続
蔵
一
－
三
〇
1
四
、
三
＝
左
下
。
　
　
本
稿
四
ω
c
参
照
。
（
5
2
）
　
基
が
『
法
華
経
』
を
摂
入
の
み
と
述
べ
た
点
に
つ
い
て
い
う
と
、
　
　
基
自
身
さ
ほ
ど
厳
密
性
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
た
と
え
ば
『
玄
賛
』
巻
九
末
（
分
別
功
徳
品
箇
所
）
で
は
、
「
此
経
　
　
（
法
華
経
）
錐
説
出
生
一
乗
、
体
性
寛
備
。
勝
塁
一
乗
難
通
摂
入
、
　
　
…
…
」
（
大
正
蔵
三
四
、
八
三
四
下
）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
　
　
は
智
周
も
疑
問
視
し
、
「
此
経
唯
説
出
生
、
唯
字
誤
也
。
合
為
錐
字
」
　
　
（
『
法
華
経
玄
賛
摂
釈
』
巻
四
、
続
蔵
一
五
三
二
、
一
一
八
右
下
）
と
　
　
註
し
て
出
生
・
摂
入
の
合
説
の
意
に
解
し
て
い
る
。
な
お
真
興
は
、
　
　
「
以
此
等
文
明
知
、
此
経
彼
経
倶
錐
説
摂
入
・
出
生
、
然
其
義
有
正
　
　
有
傍
。
…
…
釈
此
経
一
乗
、
顕
正
隠
傍
云
此
唯
摂
入
。
釈
勝
塁
一
乗
　
　
正
傍
並
説
云
彼
通
出
生
也
。
下
分
別
功
徳
品
中
、
云
此
経
錐
説
出
生
、
　
　
云
彼
経
錐
通
摂
入
。
皆
表
有
傍
義
。
各
唯
取
正
義
也
」
（
日
仏
全
三
　
　
〇
、
一
六
二
下
）
と
述
べ
、
正
・
傍
と
い
う
考
え
を
用
い
て
会
釈
す
　
　
る
。
（
5
3
）
　
基
は
『
玄
賛
』
巻
一
本
に
お
い
て
、
『
法
華
論
』
の
説
明
と
『
摂
　
　
大
乗
論
』
か
ら
得
ら
れ
る
『
法
華
経
』
解
釈
の
相
違
に
つ
い
て
、
　
　
「
此
経
所
説
一
乗
之
理
。
論
（
『
法
華
論
』
）
錐
言
為
二
声
聞
説
謂
退
　
　
心
・
応
化
、
法
華
一
会
正
唯
為
退
菩
提
心
説
兼
亦
為
応
化
。
…
…
若
准
摂
論
合
以
十
義
説
於
一
乗
。
義
兼
為
三
理
亦
無
失
。
決
定
種
姓
不
愚
法
故
。
不
定
種
姓
廻
求
大
故
。
其
応
化
者
為
化
記
故
」
（
大
正
蔵
三
四
、
六
五
三
上
－
中
）
と
述
べ
る
。
基
は
『
法
華
経
』
の
声
聞
を
理
解
す
る
上
で
、
『
法
華
論
』
の
退
心
（
不
定
種
性
）
・
応
化
授
記
説
と
『
摂
大
乗
論
』
の
一
乗
十
義
説
を
対
比
し
、
『
摂
大
乗
論
』
に
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も
と
つ
く
と
『
法
華
経
』
の
一
乗
義
は
、
①
決
定
種
姓
不
愚
法
故
、
　
　
②
不
定
種
姓
廻
求
大
故
、
③
其
応
化
者
為
化
記
故
、
の
三
種
が
あ
る
　
　
と
い
う
。
①
の
義
は
、
『
摂
大
乗
論
』
の
一
部
の
意
を
（
第
一
第
二
　
　
以
外
の
も
の
。
ど
れ
を
用
い
た
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
　
　
も
第
三
の
法
平
等
義
は
相
当
し
て
い
よ
う
）
、
『
法
華
論
』
に
説
く
菩
　
　
薩
授
記
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
常
不
軽
菩
薩
が
趣
寂
声
聞
に
授
記
し
た
　
　
と
さ
れ
る
部
分
に
読
み
こ
み
、
そ
の
意
を
解
釈
し
て
『
法
華
経
』
の
　
　
一
乗
義
と
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
『
法
華
論
』
は
　
　
定
性
声
聞
に
関
わ
る
一
乗
義
を
具
足
せ
ず
、
そ
の
解
釈
に
従
う
範
囲
　
　
で
は
『
法
華
経
』
を
「
密
意
説
」
と
述
べ
る
（
『
玄
賛
』
巻
四
本
、
　
　
大
正
蔵
三
四
、
七
一
六
中
）
。
前
掲
拙
稿
「
慈
恩
教
学
に
お
け
る
法
　
　
華
経
観
」
、
三
七
ー
四
一
頁
参
照
。
（
5
4
）
　
『
法
華
論
』
は
、
損
驚
怖
・
多
事
驚
怖
・
顛
倒
驚
怖
・
悔
驚
怖
・
　
　
証
驚
怖
の
五
種
驚
怖
を
立
て
て
お
り
、
基
は
そ
れ
ら
に
対
し
、
①
損
　
　
驚
怖
…
…
定
性
声
聞
が
小
乗
の
浬
繋
は
究
極
の
浬
樂
で
は
な
い
と
聞
　
　
か
さ
れ
、
阿
羅
漢
は
皆
畢
寛
し
て
浬
葉
に
入
る
者
な
し
と
驚
疑
す
る
、
　
　
②
多
事
驚
怖
…
…
菩
薩
行
を
修
し
て
い
る
不
定
種
性
の
菩
薩
が
永
い
　
　
勤
苦
の
た
め
に
退
堕
し
て
異
乗
（
小
乗
）
に
趣
く
こ
と
を
恐
れ
る
、
　
　
③
顛
倒
驚
怖
…
…
煩
悩
を
具
す
る
凡
夫
が
教
え
を
聞
い
て
さ
ら
に
煩
　
　
悩
を
生
じ
顛
倒
し
て
驚
怖
す
る
、
④
悔
驚
怖
…
…
不
定
種
性
の
声
聞
　
　
が
小
乗
の
法
を
証
す
べ
か
ら
ず
と
悔
い
る
驚
怖
、
⑤
謳
驚
怖
…
…
未
　
　
得
を
得
と
謂
う
増
上
慢
の
人
が
如
来
が
我
ら
を
証
す
と
考
え
る
驚
怖
、
　
　
と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
て
い
く
。
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
巻
下
、
　
　
大
正
蔵
二
六
、
六
下
、
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
三
末
、
大
正
蔵
三
　
　
四
、
七
〇
七
中
－
下
参
照
。
（
5
5
）
　
信
解
巴
三
日
島
鉱
は
衆
生
の
主
体
的
な
心
の
あ
り
方
で
、
信
念
・
確
信
に
相
当
す
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。
勝
呂
前
掲
書
、
一
＝
三
－
二
三
〇
頁
で
は
、
『
法
華
経
』
方
便
品
の
用
例
検
討
を
通
じ
、
信
解
は
衆
生
の
種
々
の
信
解
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
三
乗
方
便
の
成
立
す
る
根
拠
が
衆
生
の
巴
眩
目
爵
証
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
仏
の
教
化
に
よ
っ
て
衆
生
は
劣
っ
た
信
解
を
捨
て
、
よ
り
統
一
的
な
心
構
え
に
転
じ
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
論
じ
ら
れ
る
。
　
（
勝
呂
前
掲
書
、
二
二
四
頁
で
は
「
珍
9
偶
冨
1
1
真
実
1
1
一
乗
1
1
仏
の
立
場
口
客
体
的
」
「
p
爵
巨
ロ
蓉
一
1
1
方
便
1
1
三
乗
（
種
々
）
1
1
衆
生
の
立
場
U
主
体
的
」
と
図
示
さ
れ
る
。
吟
巴
α
訂
は
仏
の
言
葉
を
信
じ
る
意
味
と
解
さ
れ
る
が
、
た
だ
こ
の
吟
卿
島
匹
げ
鋤
を
＝
栞
真
実
の
み
に
配
し
た
点
に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
勝
呂
氏
の
こ
の
書
に
対
し
て
は
、
苅
谷
定
彦
氏
の
書
評
が
あ
る
。
「
宗
教
研
究
』
第
六
八
巻
第
一
輯
、
　
一
九
九
四
年
六
月
、
　
一
九
四
－
二
〇
一
頁
）
。
ま
た
望
月
海
淑
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
　
一
九
八
〇
年
五
月
）
、
第
七
・
第
八
章
、
お
よ
び
藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
　
　
九
七
〇
年
二
月
）
、
五
九
七
－
五
九
八
頁
参
照
。
　
な
お
『
勝
婁
経
』
を
み
る
と
信
解
の
語
は
、
法
身
章
の
「
若
於
無
量
煩
悩
蔵
所
纏
如
来
蔵
不
疑
惑
者
、
於
出
無
量
煩
悩
蔵
法
身
亦
無
疑
惑
。
於
説
如
来
蔵
・
如
来
法
身
不
思
議
仏
境
界
及
方
便
説
心
得
決
定
者
、
此
則
信
解
説
二
聖
諦
」
（
大
正
蔵
一
二
、
二
二
一
中
）
と
い
う
一
節
に
み
え
る
。
こ
の
信
解
は
、
蔵
訳
で
は
ヨ
o
°
。
O
p
。
（
月
輪
賢
隆
『
蔵
漢
和
三
訳
合
壁
勝
婁
経
・
寳
月
童
子
所
問
経
』
興
教
書
院
、
　
一
九
四
〇
年
一
一
月
、
一
二
四
頁
、
六
行
）
で
あ
る
か
ら
巴
ぼ
日
ρ
犀
江
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
二
の
聖
諦
す
な
わ
ち
有
作
・
無
作
の
四
諦
を
信
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
如
来
蔵
に
お
い
て
疑
惑
な
き
者
、
法
身
に
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お
い
て
疑
惑
な
き
者
と
同
等
の
境
地
と
し
て
説
か
れ
る
文
で
あ
る
た
　
　
め
に
、
一
乗
的
に
転
じ
た
信
解
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
　
　
い
。
（
5
6
）
　
『
解
深
密
経
疏
』
巻
四
、
続
蔵
一
1
三
四
1
四
、
三
九
〇
左
下
ー
　
　
三
九
一
右
上
。
（
5
7
）
　
『
解
深
密
経
疏
』
巻
四
、
続
蔵
一
－
三
四
－
四
、
三
九
〇
左
下
－
　
　
三
九
一
左
下
。
前
掲
拙
稿
「
円
測
に
よ
る
五
性
各
別
の
肯
定
に
つ
い
　
　
て
1
円
測
思
想
に
対
す
る
皆
成
的
解
釈
の
再
検
討
1
」
、
一
〇
六
i
　
　
一
一
二
頁
参
照
。
（
5
8
）
　
た
と
え
ば
澄
観
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
巻
二
に
、
「
又
勝
墜
　
　
経
云
、
『
若
如
来
随
彼
所
欲
而
方
便
説
即
是
一
乗
無
有
二
乗
、
二
乗
　
　
入
於
一
乗
、
一
乗
者
即
第
一
義
乗
』
。
此
意
明
随
欲
方
便
而
説
二
乗
　
　
明
知
即
是
一
乗
。
無
有
二
　
。
不
暁
此
意
将
上
方
便
連
下
　
乗
而
読
　
　
之
。
輯
断
一
乗
以
為
方
便
。
惑
之
甚
　
」
（
大
正
三
五
、
五
一
二
上
）
　
　
と
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
根
拠
は
は
っ
き
り
し
よ
　
　
う
。
た
だ
円
測
の
場
合
、
①
に
お
い
て
『
勝
婁
経
』
か
ら
の
引
文
が
　
　
な
い
た
め
根
拠
が
明
確
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
引
文
が
な
い
と
い
　
　
う
点
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
『
勝
鐘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』
　
　
と
い
う
経
題
な
ど
か
ら
、
全
体
と
し
て
一
乗
方
便
が
貫
か
れ
て
い
る
　
　
よ
う
に
う
け
と
め
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
（
5
9
）
　
『
解
深
密
経
疏
』
巻
四
、
続
蔵
一
－
三
四
－
四
、
三
八
八
左
下
。
（
6
0
）
　
『
解
深
密
経
疏
』
巻
四
、
続
蔵
一
ー
三
四
－
四
、
三
九
二
右
上
。
　
　
『
顕
揚
聖
教
論
』
巻
二
〇
、
大
正
蔵
三
一
、
五
八
一
中
。
（
6
1
）
　
袴
谷
憲
昭
『
唯
識
の
解
釈
学
1
「
解
深
密
経
』
を
読
む
』
　
（
春
　
　
秋
社
、
一
九
九
四
年
二
月
）
、
一
五
八
－
一
七
〇
頁
に
お
い
て
、
『
解
　
　
深
密
経
』
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
こ
の
道
」
「
こ
の
　
　
行
　
」
「
こ
の
上
な
い
平
安
な
解
放
」
を
基
体
と
し
て
と
ら
え
、
現
　
　
実
の
種
々
な
る
有
情
の
種
性
を
基
体
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
　
　
ら
れ
る
。
原
理
的
な
一
乗
の
上
に
現
実
の
差
別
性
が
真
実
と
し
て
肯
　
　
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
筆
者
と
し
て
は
、
そ
の
　
　
よ
う
な
教
説
を
聞
い
て
、
修
行
す
る
立
場
の
者
が
自
ら
の
状
態
を
ど
　
　
の
よ
う
に
自
覚
し
信
を
い
だ
い
て
い
く
か
と
い
う
問
題
（
一
乗
教
説
　
　
を
契
機
と
す
る
聞
き
手
側
の
確
信
・
信
念
の
転
換
）
な
ど
も
、
ま
た
　
　
別
の
視
点
と
し
て
思
い
起
こ
さ
れ
、
現
実
層
の
差
別
の
許
容
と
い
う
　
　
だ
け
で
は
解
決
し
づ
ら
い
課
題
も
残
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
（
6
2
）
　
皆
成
教
学
と
の
対
論
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
む
し
ろ
無
性
有
情
の
問
　
　
題
が
大
き
い
と
い
え
る
。
無
性
有
情
も
や
は
り
、
定
性
二
乗
と
同
様
　
　
に
人
天
乗
と
し
て
大
乗
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
　
　
れ
は
『
勝
婁
経
』
の
出
生
大
乗
の
内
容
か
ら
明
白
で
あ
る
。
（
6
3
）
　
ま
た
皆
成
仏
の
教
理
に
お
い
て
、
定
性
二
乗
は
無
余
浬
葉
に
入
っ
　
　
た
の
ち
に
廻
心
し
、
不
定
種
性
の
二
乗
は
未
だ
無
余
浬
繋
に
入
ら
な
　
　
い
以
前
に
変
易
生
を
う
け
て
菩
薩
道
を
修
す
る
、
と
い
う
提
起
が
行
　
　
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
も
や
は
り
五
性
の
類
型
に
従
い
そ
れ
が
生
か
さ
　
　
れ
た
全
種
性
的
な
一
乗
大
乗
観
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
「
大
乗
起
　
　
信
論
義
記
』
巻
上
、
「
二
乗
廻
心
者
、
若
不
定
種
姓
未
入
無
余
前
即
　
　
有
廻
心
。
此
不
待
言
。
若
決
定
種
姓
未
入
無
余
前
定
不
廻
心
。
要
入
　
　
無
余
方
有
廻
心
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
四
四
上
）
。
ま
た
定
性
二
乗
が
　
　
無
余
浬
桑
に
入
っ
た
の
ち
に
廻
心
す
る
と
解
す
る
皆
成
側
の
証
文
に
　
　
つ
い
て
は
、
『
解
深
密
経
疏
』
巻
四
、
三
八
九
右
下
、
一
七
行
－
左
　
　
下
、
一
七
行
参
照
。
（
6
4
）
　
た
だ
基
の
方
便
観
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
そ
れ
と
か
な
ら
ず
し
も
同
　
　
等
と
は
決
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
『
玄
賛
』
に
お
け
る
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一
連
の
釈
文
を
み
る
と
、
作
仏
と
い
う
最
終
的
な
一
点
を
見
据
え
る
　
　
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
大
乗
に
住
し
て
い
く
こ
と
そ
れ
自
体
に
終
局
　
　
的
な
価
値
意
識
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
大
乗
　
　
に
住
す
る
と
い
う
時
点
で
、
す
で
に
利
他
に
専
心
す
る
意
が
大
前
提
　
　
で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
向
上
で
あ
り
向
下
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
く
。
こ
　
　
れ
は
唯
識
で
究
極
の
浬
繋
と
さ
れ
る
無
住
処
浬
藥
の
概
念
（
『
新
導
　
　
成
唯
識
論
』
巻
↓
○
、
一
〇
頁
）
と
も
連
関
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
　
　
『
玄
賛
』
に
流
れ
る
一
乗
観
の
問
題
と
し
て
よ
く
検
証
さ
れ
て
し
か
　
　
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
山
口
瑞
鳳
「
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
「
方
　
　
便
」
」
（
『
東
方
』
第
三
号
、
一
九
八
七
年
一
二
月
）
参
照
。
（
6
5
）
　
一
乗
体
性
の
教
・
理
・
行
・
果
と
い
う
立
て
方
に
つ
い
て
も
、
実
　
　
は
諸
論
師
の
中
で
特
に
基
と
円
測
と
で
共
通
し
て
い
る
。
『
解
深
密
　
　
経
疏
』
巻
四
、
「
総
相
出
体
、
於
一
乗
門
教
・
理
・
行
・
果
以
為
一
　
　
乗
」
（
続
蔵
一
－
三
四
－
四
、
三
八
八
左
下
）
。
体
性
論
の
円
測
の
説
　
　
明
は
こ
れ
の
み
で
内
容
は
よ
く
知
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
教
一
・
　
　
理
一
・
行
一
・
果
一
と
い
う
項
目
の
立
て
方
は
、
形
式
上
基
と
変
わ
　
　
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
他
の
論
師
の
立
て
方
は
つ
ぎ
の
よ
　
　
う
で
あ
る
。
法
雲
…
…
果
・
人
・
教
・
因
（
『
法
華
義
記
』
巻
三
、
　
　
大
正
蔵
三
三
、
六
〇
三
上
）
、
智
顕
…
…
理
・
教
・
人
・
行
（
『
法
華
　
　
文
句
』
巻
四
上
、
大
正
蔵
三
四
、
五
一
上
以
下
）
、
吉
蔵
…
…
機
・
　
　
教
・
人
・
因
・
果
（
『
法
華
玄
論
』
巻
四
、
大
正
蔵
三
四
、
三
九
三
　
　
下
）
、
元
暁
…
…
教
・
理
・
因
・
果
（
『
法
華
宗
要
』
、
大
正
三
四
、
　
　
八
七
〇
下
1
八
七
一
上
）
。
キ
ー
ワ
ー
ド
　
基
、
円
測
、
大
乗
、
一
乗
、
五
性
各
別
、
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On　the　Perception　of　the　ハ4αhdydnα　in　the　Early　Tang
Yogacara　Doctrine：From　the　Viewpoint　of　the　Theory　of　the
Five　Groups　of　Human　Beings　According　to　the　Inherent
Ability　of　Attaining　Enlightenment
KITSUKAWA　Tomoaki
Key　words：Ji，
Enlightenment）
Human　Beings
Enlightenment
Woncheuk，　the　Mαhdyanα（the　Great　Vehicle　to
the　Ekaydnα（the　One－vehicle），　the　Five　Groups　of
According　to　the　Inherent　Ability　of　Attaining
　The　doctrine　of　the　Yogacara　Buddhism　is　based　on　the　theory　of　the
five　mutually　distinctive　nature　of　beings．　Accordingly，　it　is　generally
understood　that　the　Faxiang法相school，　the　Yogacara　Buddhism　in
viii
China，　is　critical　of　One－vehicle　teachings　in　Buddhist　sUtras，　and
regards　those　as　nothing　but　expedient　teachings　for　encouraging　a
part　of　the　five　groups，　the　indeterminate　group　whose　members
possess　inherently　in　their　inner　seeds　plural　kinds　of　potential　to
attain　the　goals　of　the　6r面vαhα，　the　prαtソehαbud（ihα，　and　the
bodhisαttvα．　Contrarily，　other　schools　that　advocate　all　beings　are
able　to　attain　Buddhahood　think　of　Three－vehicles　teachings，
authorities　of　theYogacara　doctrine，　as　nothing　but　expedients．
　　However，　we　see　passages　that　Ji基who　is　a　founder　of　the　Faxiang
school　apPreciates　that　the　One－vehicle　teachings　all　beings　enjoy　the
benefit　of　are　worth　the　True　One　Vehicle　in　his　works　such　as　the　the
Dαsheng　faNuαn　yilin　zhαng大乗法苑義林章，　the　Miaofa　lianhua　jing
xuanzan妙法蓮華経玄賛，　and　so　forth．　Re－examination　of　Ji’s　ideas
leads　to　the　conclusion　that　he　treasures　the　Mαhdyanαsignificance　in
all　beings　and　affirms　the　One－vehicle　thought　in　accordance　with　the
theory　of　the　five　gotras．　In　this　paper，　we　also　re－examine
Woncheuk’s円測descriptions　in　his　Jie　shenmi　jing　shu解深密経疏．
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